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今月の表紙

９月定例議会行政報告（抜粋版）
令和５年度決算報告
全国学力・学習状況調査

4～ 6
8～11

16～17

合併20周年記念式典（令和６年９月28日）

主な内容

今月の行事

◦男　性／2,532人
◦女　性／2,881人
◦合　計／5,413人
◦世　帯／3,007世帯

人口情報（令和６年９月末時点）

当　番　医

10月
13日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
14日㈪　安芸太田病院（救急サブセンター）
20日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
27日㈰　安芸太田戸河内診療所（内科）

11月
３日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
４日㈪　安芸太田病院（救急サブセンター）
10日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）
17日㈰　安芸太田戸河内診療所（内科）
23日㈯　安芸太田病院（救急サブセンター）
24日㈰　安芸太田病院（救急サブセンター）

町公式LINE
友達募集中!!

　町のイベント情報や観光情報など発信しています。
　町外にお住いの皆さんにも情報を届けたいので、お知
り合いへＰＲのご協力をお願いします！

広報安芸太田　令和６（2024）年　10月号

　本町の将来像（20年後の姿）を思い浮かべな
がらご意見をお聞かせいただき、次期計画の基
本方針へ反映していきたいと思います。
　多くのご参加をお待ちしています。

◆と　き／10月19日㈯
　　（１回目）10:00～11:30
　　（２回目）14:00～15:30
◆ところ／役場本庁東館
　　　　　２階大集会室
◆対　象／安芸太田町に在住
　　　　　または勤務されて
　　　　　いる方
※Zoomによるオンラインワー
　クショップの開催も予定して
　います。
　10月23日㈬
　19:30～21:00（予定）

●問い合わせ先／企画課　☎28−1972

次期長期総合計画の基本
方針の策定に向けたワー
クショップを開催します

事前申込は
こちら➡

オンラインの
事前申込は
こちら➡
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本
年
10
月
１
日
を
も
っ
て
、
本
町
は

合
併
20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
か
ら
20
年
前
と
言
え
ば
、
本
町
こ

そ
過
疎
の
洗
礼
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
日
本
全
体
で
は
未
だ
人
口
が
増

え
て
い
る
右
肩
上
が
り
の
時
代
で
あ
り
、

「
地
方
分
権
」
こ
そ
が
地
域
活
性
化
の

切
り
札
、
そ
ん
な
流
れ
の
中
で
の
出
来

事
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
20
年
。
本
町
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
、
厳
し
く
変
わ
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
こ
う
し
て

節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
の
は
、
偏ひ
と
えに
、
そ
の
時
そ
の
時
で
、

町
の
活
性
化
に
向
け
て
、
真し
ん

摯し

に
取
り

組
ま
れ
て
き
た
多
く
の
先せ
ん

達だ
つ

の
お
蔭
で

す
。

　

合
併
後
の
最
初
の
10
年
は
、
小
・
中

学
校
の
適
正
配
置
と
、
そ
れ
に
伴
う
こ

ど
も
園
、
小
学
校
な
ど
の
新
設
、
安
芸

太
田
病
院
の
整
備
、
旧
Ｊ
Ｒ
跡
地
を
活

用
し
た
交
流
拠
点
の
整
備
な
ど
、
新
町

の
礎
い
し
ず
えを
築
い
て
い
た
だ
い
た
期
間
で
し

た
。

　

続
く
10
年
は
、
国
の
「
地
方
創
生
」

と
い
う
取
り
組
み
を
追
い
風
に
、
過
疎

と
い
う
中
山
間
共
通
の
課
題
に
取
り
組

ま
れ
た
期
間
で
あ
り
、
産
業
振
興
や
観

光
振
興
の
推
進
主
体
と
し
て
の
「
地
域

商
社
」
の
設
置
に
加
え
、
道
の
駅
再
整

備
に
向
け
た
議
論
も
こ
の
こ
ろ
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
過
疎
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
に
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
資
源
と
し

て
加
計
高
校
を
位
置
づ
け
、
存
続
に
向

け
て
魅
力
向
上
に
努
め
ら
れ
た
の
も
特

筆
す
べ
き
取
り
組
み
で
す
。

　

た
だ
し
、
そ
う
し
た
努
力
に
も
関
わ

ら
ず
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
ま
た
直
近
の

数
年
間
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
想
定
外

の
事
態
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
で
、
社
会

全
体
が
混
乱
を
し
、
行
政
運
営
も
ま
ま

な
ら
な
い
、
そ
ん
な
時
期
も
経
験
い
た

し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
私
と
し

て
も
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
を
進
め
な
が

ら
も
、
地
域
通
貨
や
も
り
カ
ー
な
ど
を

代
表
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
の
推
進
や
道

の
駅
再
整
備
事
業
の
加
速
化
、
定
住
促

進
賃
貸
住
宅
の
整
備
、
新
教
育
大
綱
の

策
定
な
ど
、
次
の
10
年
に
繋
が
る
施
策

の
種
ま
き
も
併
せ
て
進
め
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

幸
い
に
も
本
町
は
太
田
川
の
源
流
域

と
し
て
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
ま
た
、

県
内
最
大
の
都
市
で
あ
る
広
島
市
か
ら

は
１
時
間
圏
内
と
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、

観
光
の
み
な
ら
ず
、
都
市
と
自
然
が
近

接
し
た
「
質
の
高
い
暮
ら
し
」
を
提
供

で
き
る
等
、
好
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
強
み
を
活
か
し
た
町
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
で
、
次
の
世
代
に
本

町
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
我
々
の
務
め
で

あ
り
、
９
月
末
日
に
開
催
し
た
記
念
式

典
と
記
念
神
楽
公
演
が
、
そ
う
し
た
思

い
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
、
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
す
契け
い

機き

と
な
っ
て
い

れ
ば
幸
い
で
す
。

合併20周年

vol.46

橋本　博明
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８
月
15
日
、
役
場
本
庁
大
集
会
室
に

お
い
て
安
芸
太
田
町
戦
没
者
追
悼
・
平

和
祈
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

遺
族
会
や
原
爆
被
害
者
の
会
、
町
関

係
者
併
せ
て
91
人
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
正
午
に
は
防
災
行
政
無
線
で

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、
町
民
の
皆
様
に

黙
と
う
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

４
月
16
日
に
道
の
駅
再
整
備
事
業
を

担
う
優
先
交
渉
権
者
を
選
定
し
た
後
、

６
月
25
日
に
、
同
事
業
の
実
施
主
体
で

あ
る
特
別
目
的
会
社
「
株
式
会
社
ゲ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
き
お
お
た
」
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

戦
没
者
追
悼
・
平
和
祈
念

式
典

道
の
駅
再
整
備
事
業

総
務
課

産
業
観
光
課

　

令
和
６
年
度
税
制
改
正
大
綱
に
盛
り

込
ま
れ
た
定
額
減
税
が
６
月
か
ら
始
ま

り
、
源
泉
徴
収
義
務
者
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

納
税
者
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
を
含
め

た
扶
養
家
族
１
人
に
つ
き
、
所
得
税
３

万
円
、
個
人
住
民
税
１
万
円
の
定
額
減

税
を
行
う
も
の
で
す
。
そ
の
際
、
定
額

減
税
し
き
れ
な
い
方
々
に
対
し
て
は
、

定
額
減
税
お
よ
び
定
額
減

税
補
足
給
付
金

税
務
課

99月定例議会行政報告月定例議会行政報告（抜粋版）（抜粋版）

◦個人住民税定額減税の状況

◦定額減税補足給付金（調整給付）の
　状況

個人住民税定額減税額 29,834千円

内
訳

町民税定額減税額 17,912千円
県民税定額減税額 11,922千円

支給対象者数 1,008人
支給予定額 40,420千円

　

令
和
６
年
第
５
回
町
議
会
定
例

会
が
、
９
月
６
日
か
ら
19
日
ま
で

の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
令
和
５
年

度
歳
入
歳
出
決
算
や
本
年
度
補
正

予
算
、
人
事
案
件
な
ど
13
の
案
件

が
可
決
・
認
定
・
承
認
・
同
意
・

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
定
例
会
初
日
に

行
わ
れ
た
橋
本
町
長
の
行
政
報
告

を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
歳
入
歳
出
決
算
や
本
年
度

補
正
予
算
、
人
事
案
件
な
ど
13
案
件
を

可
決
・
認
定
・
承
認
・
同
意
・
報
告

9月議会
定例会

　

さ
ら
に
、
戦
争
に
よ
る
被
害
の
実
態

を
知
り
、
平
和
の
意
義
を
正
し
く
継
承

し
て
い
く
た
め
に
、
本
年
は
８
月
６
日

か
ら
16
日
の
期
間
に
お
い
て
、
役
場
本

庁
で
「
は
だ
し
の
ゲ
ン
が
伝
え
た
い
こ

と
」
の
上
映
を
行
い
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
安
芸
太
田
中
学
校
に
よ

る
「
わ
た
し
の
平
和
宣
言
」
と
題
し
た

作
品
展
示
も
行
い
、
多
く
の
方
に
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
当
該
事
業
の
収
支
計
画
等

に
つ
い
て
調
整
を
行
っ
た
結
果
、
凡
そ

合
意
を
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
本
定
例

会
に
お
い
て
事
業
契
約
締
結
の
議
案
を

提
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
契
約
が
締
結
で
き
れ
ば
、

本
年
度
は
詳
細
設
計
業
務
に
着
手
す
る

予
定
で
す
。

　

ま
た
、
施
設
整
備
費
の
財
源
と
し
て

申
請
し
て
お
り
ま
し
た
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
交
付
金
（
地
方
創
生
拠

点
整
備
タ
イ
プ
）
に
つ
い
て
は
、
８
月

２
日
に
無
事
内
閣
府
よ
り
採
択
の
連
絡

を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
差
額
を
支
給
す
る
定
額
減
税
補
足

給
付
金
（
調
整
給
付
）
を
８
月
か
ら
支

給
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
け
る
定
額
減
税
の
総
額
お

よ
び
定
額
減
税
補
足
給
付
金
（
調
整
給

付
）
の
状
況
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。



　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
給
付
し
た
非
課
税

世
帯
（
３
万
円
お
よ
び
７
万
円
）
の
18

歳
以
下
（
平
成
17
年
４
月
２
日
生
ま
れ

以
降
）
の
児
童
が
い
る
世
帯
に
も
、
新

た
に
児
童
１
人
あ
た
り
５
万
円
を
追
加

給
付
し
て
い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
も
、
地
域
通
貨
「
も
り
か
」

に
電
子
マ
ネ
ー
を
付
与
す
る
形
で
支
給

し
て
お
り
、
本
年
８
月
末
現
在
で
の
支

給
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
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太
田
川
総
合
開
発
事
業
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
新
規
事
業
化
さ
れ
、
６
月
か
ら

国
土
交
通
省
太
田
川
河
川
事
務
所
が
地

質
や
環
境
に
つ
い
て
の
現
地
調
査
に
着

太
田
川
総
合
開
発
事
業

（
新
規
ダ
ム
）

建
設
課

　

「
デ
フ
レ
完
全
脱
却
の
た
め
の
総
合

経
済
対
策
」
と
し
て
、
令
和
５
年
12
月

１
日
を
基
準
日
と
し
て
、
令
和
５
年
度

分
の
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に

対
し
て
、
１
世
帯
あ
た
り
10
万
円
を
給

付
す
る
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

安
芸
太
田
町
令
和
５
年
度
住

民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯

物
価
高
騰
対
策
支
援
給
付
金

お
よ
び
子
育
て
世
帯
支
援
給

付
金（
子
ど
も
加
算
）の
支
給

　

従
前
よ
り
広
島
県
へ
道
路
改
良
事
業

の
最
優
先
箇
所
と
し
て
要
望
を
行
っ
て

い
る
路
線
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、
戸

河
内
土
居
と
寺
領
を
結
ぶ
ト
ン
ネ
ル
工

区
へ
着
手
し
て
お
り
、
現
地
に
て
７
月

17
日
に
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

当
日
は
、
広
島
県
西
部
建
設
事
務
所

安
芸
太
田
支
所
長
、
寺
領
自
治
会
長
、

土
居
自
治
会
長
、
工
事
関
係
者
の
皆
様

な
ど
、
多
く
の
方
が
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
改
良
工
事
全
体
が
早
期

に
完
成
さ
れ
る
よ
う
、
県
を
は
じ
め
関

係
機
関
へ
要
望
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

一
般
県
道
弁
財
天
加
計
線

道
路
改
良
工
事
（
土
居
工
区
）

建
設
課

健
康
福
祉
課

99月定例議会行政報告月定例議会行政報告（抜粋版）（抜粋版）

区　　分 内　　　　　容

給　付　額 1世帯あたり100,000円（こども加算：50,000円）
※地域通貨「morica」へ付与

給 付 世 帯 ◦均等割課税世帯 205世帯
◦こども加算　　　42世帯（72人）

給付合計額
（実績）

24,100,000円（均等割課税世帯：20,500,000円）
　　　　　　（こども加算：3,600,000円）

利 用 実 績
（８月末時点）

21,793,836円（利用率：90.43％）
※利用期間：令和６年９月30日まで

手
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
地
調
査
は
複
数
年
度
に
跨ま
た
がる
予
定

で
す
が
、
こ
れ
ま
で
は
特
段
の
ト
ラ
ブ

ル
も
な
く
、
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
７
月
５
日
に
は
斉
藤
国
土
交

通
大
臣
が
現
地
視
察
に
お
越
し
に
な
り
、

広
島
市
長
、
市
議
会
議
長
と
と
も
に
ダ

ム
建
設
予
定
地
を
確
認
さ
れ
、
大
臣
か

ら
は
「
今
後
も
、
地
元
の
方
々
の
声
に

し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
取
り

組
み
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
」
と
の
お

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
国
の
取

り
組
み
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
併
せ

て
ダ
ム
建
設
中
お
よ
び
完
成
後
の
地
域

振
興
に
つ
い
て
の
検
討
も
始
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

５
月
14
日
に
地
質
調
査
業
務
を
契
約

し
、
こ
れ
ま
で
に
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の

現
地
作
業
が
完
了
し
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
解
析
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

結
果
を
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
と
共
有
し
、

詳
細
設
計
へ
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
用
地
取
得
に
向
け
て
、
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
と
情
報
共
有
や
課
題
確

認
の
た
め
毎
月
協
議
を
実
施
し
て
お
り
、

円
滑
な
事
業
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

加
計
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

の
フ
ル
イ
ン
タ
ー
化

建
設
課
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99月定例議会行政報告月定例議会行政報告（抜粋版）（抜粋版）
　

７
月
23
日
に
川
・
森
・
文
化
・
交
流
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
１
回
子
ど
も
・

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の

開
催

教
育
課

令和５年度の施策評価を行いました。

●
令
和
５
年
度
歳
入
歳
出
決
算

　

令
和
５
年
度
安
芸
太
田
町
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
ほ
か
９
つ
の
特

別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定
し

ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
８
～
11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
令
和
６
年
度
安
芸
太
田
町
一
般
会

　

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

定
額
減
税
補
足
給
付
や
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
へ
の
対
応
に

１
７
４
９
万
円
、
林
道
・
町
道
に
お
け

る
維
持
補
修
工
事
な
ど
の
社
会
基
盤

等
整
備
と
し
て
６
０
０
７
万
７
千
円
。

　

ま
た
、
法
改
正
に
伴
う
児
童
手
当

拡
充
へ
の
対
応
１
５
０
７
万
４
千
円

の
ほ
か
、
前
年
度
繰
越
金
の
整
理
に

伴
う
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
金
８

０
４
９
万
１
千
円
を
含
む
、
総
額
１

億
９
７
７
８
万
６
千
円
の
増
額
補
正
。

　

補
正
後
の
累
計
額
は
、
89
億
９
９

５
８
万
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
教
育
委
員
会

委
員
１
名
を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意

を
得
ま
し
た
。

●
安
芸
太
田
町
附
属
機
関
の
設
置
に

　

関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

　

新
た
な
教
育
大
綱
に
対
応
す
る
教

育
振
興
基
本
計
画
を
策
定
す
る
に
あ

た
り
、
安
芸
太
田
町
教
育
振
興
基
本

計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
委
員
の
報
酬
を
定
め
る
た
め

条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。

●
事
業
契
約
の
締
結

　

安
芸
太
田
町
道
の
駅
「
来
夢
と
ご

う
ち
」
再
整
備
事
業
の
事
業
契
約
の

締
結
に
つ
い
て
、
株
式
会
社
ゲ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
き
お
お
た
と
の
契

約
締
結
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
契
約

金
額
は
21
億
５
０
０
０
万
円
で
す
。

　

民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共

施
設
等
の
整
備
な
ど
の
促
進
に
関
す

る
法
律
（
平
成
11
年
法
律
第
１
１
７

号
）
第
12
条
の
規
定
に
よ
り
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

町
議
会
９
月
定
例
会
で
可
決
・
認
定
・
同
意
さ
れ
た
主
な
議
案

　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
運
用
さ
れ

て
い
る
「
黒
い
雨
」
に
か
か
る
手
帳
交

付
制
度
の
申
請
状
況
な
ど
、
本
町
に
お

け
る
本
年
８
月
末
日
ま
で
の
累
計
件
数

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

今
後
も
こ
れ
ま
で
同
様
、
厚
生
労
働

省
や
広
島
県
と
も
連
携
し
て
、
町
民
広

報
な
ど
を
活
用
し
て
「
黒
い
雨
」
に
か

か
る
制
度
周
知
や
適
正
な
事
務
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

「
黒
い
雨
」
体
験
者
へ
の

被
爆
者
健
康
手
帳
交
付

健
康
福
祉
課

申
請
種
類

申
請
交
付
却
下

被
爆
者
健
康
手
帳

618件

580件

24件

健
康
管
理
手
帳

705件

523件

131件

子
育
て
会
議
（
委
員
15
名
構
成
）
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

第
３
期
（
令
和
７
年
度
か
ら
11
年
度

ま
で
の
５
か
年
計
画
）
安
芸
太
田
町
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
概
要
、

計
画
策
定
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
子

ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査

の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
安
芸
太
田
町
が

取
り
組
む
べ
き
施
策
な
ど
議
論
を
行
い

ま
し
た
。

　

次
回
は
、
11
月
に
開
催
し
、
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
素
案
を
作

成
す
る
予
定
で
す
。
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令和５年度の施策評価を行いました。
　「第二次安芸太田町長期総合計画」で定め
る33の施策および「まち・ひと・しごと創生
総合戦略」の推進にあたり、令和５年度に実
施した事業評価を行いました。
　７つの政策分野における主要事業の取組状
況等についてお知らせします。
　また、評価内容の詳細につ
いては安芸太田町公式サイト
に掲載しています。

安芸太田町施策評価の主なKPI※令和5年度進捗状況
※KPIとは業務の成果を計測・監視するために置く指標のことです。

政策分野 成果指標（ＫＰＩ） 基準年
（令和1年）

実績値
（令和5年）

目標値
（令和6年）

定住・人口対策 人口の社会増減（人） ▲14 ▲13 24

子育て・教育・次世代
育成 加計高校の全校生徒数（人） 100 105 120

健康・医療・福祉

とごうち・加計拠点利用者数（人） 5,516 58,241 28,000

町内医療機関医師数（人） 11 12 12

要介護認定率（％） 23.4 23.6 25.0

社会基盤・防災・防犯 自主防災組織の組織率（％） 41.3 37.7 60.0

生活利便性・環境 公共交通の利用者数【町内】（人） 35,202 36,228 33,000

産業・観光・しごと

太田川産直市と来夢とごうち売上高
（千円） 60,000 112,024 100,000

認定農業者売上高（百万円） 145 185 185

木材生産量（㎥） 23,409 11,992 25,000

入込観光客数（千人） 577 625 600

ＤＭＯ組織が支援を行った新商品の
売上高（千円） 35,000 12,000 50,000

コミュニティ
地域懇談会の参加人数（人） 129 242 240

ふるさと納税寄附金額（千円） 61,671 187,202 250,000

町公式サイト審議会の様子



積立金
6億2,644万円
（+6,672万円）

　

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
、
85
億
５

４
３
０
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
３
０
５

４
万
円
、
０
・
４
％
の
増
、
歳
出
総
額

は
、
83
億
３
２
６
１
万
円
で
前
年
度
に

比
べ
、
１
億
５
７
４
４
万
円
、
１
・
９

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
内
訳
と
し
て
、
旧
Ｊ
Ｒ

滝
山
川
橋
梁
撤
去
工
事
や
校
務
支
援
シ

ス
テ
ム
な
ど
の
教
育
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
等

の
大
型
事
業
に
併
せ
、
地
域
通
貨
「
も

り
か
」
を
活
用
し
た
「
定
額
タ
ク
シ
ー
」

の
運
行
、
道
の
駅
再
整
備
事
業
に
お
け

る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
推
進
、
加
計
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
フ
ル
化
に
向
け

た
測
量
・
基
本
設
計
お
よ
び
安
芸
太
田

病
院
の
入
院
棟
の
改
修
の
ほ
か
、
医
療

機
器
の
更
新
な
ど
病
院
施
設
の
環
境
整

備
を
図
り
ま
し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
の
追
加
や
新
規
返
礼
品
49
点

の
追
加
等
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
付
額
は
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
合

わ
せ
１
億
８
７
０
０
万
円
を
超
え
、
昨

年
に
引
き
続
き
過
去
最
高
を
更
新
し
ま

し
た
。

令
和
５
年
度
決
算
報
告

安芸太田町の財政状況安芸太田町の財政状況

総額 85億5,430万円歳入
 （+3,054万円、+0.4％）

 （+1億5,744万円、+1.9％）

※（　　）内：対前年度増減
　四捨五入のため、合計値が
　一致しない場合があります。

繰入金
3億8,990万円

（+1億7,561万円）
寄附額

１億8,802万円
（+2,688万円）

繰越金
3億4,860万円（△9,932万円）
その他自主財源
２億1,930万円（+1,284万円）

地方譲与税、各種交付金等
3億886万円（+2,145万円）

県支出金
5億2,777万円
（+2,169万円）

地方交付税
43億1,434万円
（+9,360万円）

国庫支出金
6億8,957万円（△2億8,824万円） 町 債

7億5,021万円
（+9,727万円）

 自主財源　23.0％  依存財源　77.0％
町が自主的に収入できるお金  国などから配分されるお金

総額 83億3,261万円歳出 投資及び出資・貸付金
760万円（+40万円）

繰出金
6億6,894万円
（△2,357万円）

 義務的経費

37.0％
投資的経費

9.4％
 その他の経費

53.6％

2億2,169万円－6,071万円（翌年度へ繰り越す事業に必要な財源）＝ 1億6,098万円（実質収支）

町　税
8億1,775万円
（△3,123万円）

公債費
１2億7,176万円

（△10万円）

人件費
１3億2,138万円
（△3,918万円）

扶助費
4億8,907万円
（+3,705万円）

普通建設費
7億1,528万円
（+2,123万円）

災害復旧費
6,789万円

（△6,340万円）

維持補修費
3億8,141万円

（+1億774万円）

補助費等
１5億1,016万円
（+1,418万円）

【
性
質
別
経
費　

用
語
解
説
】

義務的経費
（自治体が任意で縮減できない経費）

人件費：職員給与や退職金、議員・委員報酬など
公債費：町債（借金）の償還（返済）経費
扶助費：社会保障制度上での生活困窮者、児童、老人、障がい者等を援助するための経費

投資的経費
（自治体の資本形成となる経費）

普通建設事業費：道路橋梁・公共施設等の社会資本の建設改良費
災害復旧費：道路、河川等の自然災害からの原形復旧の事業費

その他の経費

補 助 費 等：団体や病院への補助金や負担金
物　件　費：消耗品・委託料・備品購入など
繰　出　金：特別会計への支出
維持補修費：道路橋梁・公共施設の維持管理費　
積　立　金：基金への積立（貯金）
投資及び出資金・貸付金：各種団体等への出資金・貸付金

物件費
１2億7,268万円
（+3,636万円）

◆
一
般
会
計
　
　
　
　
　
　

歳入ー歳出 2億2,169万円
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安芸太田町の財政状況安芸太田町の財政状況
　

一
般
会
計
の
借
金
の
現
在
高
は
、
98

億
３
５
３
７
万
円
と
な
り
、
前
年
度
よ

◆
町
の
貯
金（
基
金
）と
借
金

　（
町
債
）【
一
般
会
計
】

◆
実
質
単
年
度
収
支
　
　
　

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
-6

-4

-2

0

2

4

6
（億円）

実質単年度収支

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5
0

20

40

60

80

100

120
（億円）

町の貯金（基金）と借金（町債）

19.8

-0.5

118.9 117.1 115.4 112.1 107.7107.7 104.7 100.2 97.3 98.1 103.7
114.0

120.0 121.6 118.1 113.7 113.2 108.9108.9
103.1103.1 98.4

17.3

-0.1

18.0

0.8

20.4

1.01.0

21.0

2.4

28.2

6.6

32.532.5

4.4

38.4

4.0

43.3

3.7

45.4

3.13.1

47.7

2.1

50.350.3

0.60.6

51.351.3

0.60.6

46.5

-5.4

40.6

-3.5

42.9

3.8

46.9

4.2

50.450.4

1.21.2

52.752.7

0.2

　

単
年
度
収
支
（
当
該
年
度
実
質
収
支

−

前
年
度
実
質
収
支
）
に
、
黒
字
要
素

と
な
る
基
金
（
貯
金
）
積
立
額
等
を
加

え
、
赤
字
要
素
で
あ
る
基
金
（
貯
金
）

引
き
出
し
額
を
引
い
た
も
の
が
、
実
質

単
年
度
収
支
で
す
。

　

令
和
５
年
度
の
実
質
単
年
度
収
支
は
、

１
６
３
２
万
円
と
な
り
、
４
年
連
続
で

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。 

借金（町債）現在高　　　貯金（基金）現在高

令和５年度一般会計の
実質収支内訳

区　　　分 一般会計決算額

歳 入 総 額 85億5,430万円

歳 出 総 額 83億3,261万円

歳入歳出差引額 2億2,169万円

翌 年 度 に 繰 り
越 す べ き 財 源 6,071万円

実 質 収 支 1億6,098万円

単 年 度 収 支 ▲1億3,210万円

積 立 金
（財政調整基金） 1億4,842万円

繰 上 償 還 金 0円

積立金取崩し額 0円

実質単年度収支 1,632万円
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り
４
億
７
９
５
２
万
円
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。

　

減
少
し
た
理
由
は
、
７
億
５
０
２
１

万
円
の
借
入
に
対
し
、
12
億
２
９
７
３

万
円
の
町
債
償
還
（
借
金
返
済
）
を
行

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

一
方
で
町
の
貯
金
（
基
金
残
高
）
は
、

全
体
で
52
億
７
２
５
４
万
円
と
な
り
、

前
年
度
よ
り
２
億
３
６
６
５
万
円
増
加

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
主
に
ふ
る
さ
と
納
税
の
増
加

や
事
業
コ
ス
ト
縮
減
化
さ
ら
に
は
前
年

度
繰
越
金
の
活
用
に
よ
り
昨
年
度
に
続

き
財
政
調
整
基
金
の
取
崩
し
に
よ
る
補

填
を
伴
わ
な
い
決
算
収
支
に
な
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。



　

保
険
料
等
の
特
定
の
収
入
が
あ
り
、

一
般
会
計
と
は
切
り
離
し
て
収
入
・
支

出
を
整
理
す
る
特
定
の
目
的
の
た
め
の

会
計
で
す
。

　

本
町
は
、
依
然
と
し
て
高
齢
化
の
進

展
等
に
よ
り
社
会
保
障
関
係
費
の
増
加

や
公
債
費
の
高
止
ま
り
、
本
格
化
す
る

安芸
太田町

早期健全
化基準

健
全
化
判
断
比
率

実 質 赤 字 比 率 － 15.00％
連結実質赤字比率 － 20.00％

実質公債費比率 12.6％
（12.1%） 25.0％

将 来 負 担 比 率 1.1％
（9.5%） 350.0％

経 常 収 支 比 率 97.9％
（97.8%）

安芸太田町の財政状況安芸太田町の財政状況

※（　　）は前年度数値
※赤字額がない場合は、「−」を記載。

令和５年度決算に基づく健全化判断比率
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令
和
５
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化

判
断
比
率
は
、
表
に
示
す
と
お
り
、
早

期
健
全
化
基
準
を
下
回
り
健
全
な
財
政

数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

財
政
指
標
と
し
て
は
、
将
来
負
担
比

率
は
９
・
５
％
か
ら
１
・
１
％
と
昨
年

度
に
続
き
改
善
し
て
い
る
も
の
の
、
実

質
公
債
費
比
率
は
前
年
度
か
ら
０
・
５

ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
て
12
・
６
％
、
経
常

収
支
比
率
は
97
・
８
％
か
ら
97
・
９
％

と
横
ば
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
数
年
間
は
公
債
費
の
高
止
ま
り

も
相
ま
っ
て
、
財
源
の
余
裕
や
財
政
構

造
の
弾
力
性
が
薄
い
、
厳
し
い
財
政
運

営
が
続
く
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

◆
財
政
健
全
化
判
断
比
率
　

◆
財
政
状
況
　
　
　
　
　
　

◆
特
別
会
計
　
　
　
　
　
　

会　計　名 歳　　入 歳　　出
国 民 健 康 保 険 事 業
特 別 会 計

8億 916万円
（8億5,490万円）

8億 491万円
（8億4,559万円）

後期高齢者医療事業
特 別 会 計

1億6,645万円
（1億6,037万円）

1億5,946万円
（1億5,424万円）

介 護 保 険 事 業
特 別 会 計

13億4,793万円
（13億7,355万円）

13億2,071万円
（13億2,566万円）

介 護 サ ー ビ ス 事 業
特 別 会 計

1,473万円
（1,500万円）

1,473万円
（1,500万円）

簡 易 水 道 事 業
特 別 会 計

2億4,214万円
（2億1,125万円）

1億5,316万円
（1億8,915万円）

農 業 集 落 排 水 事 業
特 別 会 計

1億4,089万円
（1億3,498万円）

1億 890万円
（1億3,346万円）

特 定 環 境 保 全 公 共
下水道事業特別会計

3億 281万円
（2億9,371万円）

2億4,628万円
（2億9,169万円）

筒賀財産区特別会計 284万円
（3,037万円）

284万円
（2,874万円）

内 黒 山 財 産 区
特 別 会 計

845万円
（363万円）

845万円
（363万円）

病 院 事 業
会 計

収益的
収 支

20億1,296万円
（19億9,576万円）

20億2,998万円
（20億39万円）

資本的
収 支

1億1,584万円
（1億3,458万円）

1億9,920万円
（2億3,042万円）

令和５年度特別会計の決算状況

道
の
駅
周
辺
再
整
備
事
業
等
の
大
型
事

業
へ
の
投
資
も
あ
る
中
、
人
口
減
少
に

伴
い
税
収
や
地
方
交
付
税
の
減
少
等
が

見
込
ま
れ
、
財
政
調
整
基
金
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
財
政
運
営
が
予
測
さ
れ
ま

す
。

　

引
き
続
き
、
中
期
財
政
運
営
方
針
の

下
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
も
本
町
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
将
来
を
見
据
え
た

取
組
み
は
、
し
っ
か
り
と
行
い
な
が
ら
、

持
続
可
能
な
町
財
政
の
実
現
を
目
指
し

ま
す
。

※（　　）は前年度金額
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安芸太田町の財政状況安芸太田町の財政状況

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
資
産
の
減
価
償

却
が
進
む
と
純
資
産
比
率
が
低
下
す
る

傾
向
に
あ
る
た
め
老
朽
化
対
策
に
取
り

組
み
な
が
ら
、
適
正
な
資
産
管
理
に
努

め
て
行
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。

③
持
続
可
能
性

　

「
住
民
一
人
当
た
り
負
債
額
」

　

こ
の
指
標
は
、
町
が
保
有
す
る
負
債

額
を
住
民
人
口
で
除
し
て
、
一
人
当
た

り
の
金
額
を
算
出
し
た
も
の
で
、
本
町

に
お
い
て
は
、
令
和
４
年
度
時
点
で
１

９
７
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
３
年

度
と
比
較
す
る
と
４
万
円
減
少
し
て
い

ま
す
。

　

類
似
団
体
と
の
比
較
で
は
、
本
町
は

約
２
・
１
倍
の
負
債
額
を
抱
え
て
お
り
、

そ
れ
だ
け
将
来
に
お
け
る
負
担
が
高
く

な
っ
て
お
り
、
資
産
と
負
債
の
バ
ラ
ン

ス
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

④
効
率
性

　

「
住
民
一
人
当
た
り
行
政
コ
ス
ト
」

　

こ
の
指
標
は
、
町
の
行
政
コ
ス
ト
を

住
民
人
口
で
除
し
て
、
一
人
当
た
り
の

金
額
を
算
出
し
た
も
の
で
、
本
町
に
お

い
て
は
、
令
和
４
年
度
時
点
で
１
４
４

万
円
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
３
年
度
と

比
較
す
る
と
９
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

類
似
団
体
と
の
比
較
で
は
、
本
町
は

約
２
・
０
倍
の
行
政
コ
ス
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
他
団
体
に
比
べ
て

資
産
を
多
く
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
生

じ
る
コ
ス
ト
（
減
価
償
却
費
）
も
含
ま

れ
て
お
り
、
資
産
規
模
を
抑
え
な
が
ら

更
な
る
行
政
コ
ス
ト
の
削
減
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

⑤
自
律
性

　

「
受
益
者
負
担
比
率
」

　

こ
の
指
標
は
、
町
の
経
常
費
用
の
う

ち
、
使
用
料
や
手
数
料
な
ど
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
受
益
者
が
直
接
的
に
負
担
す
る

コ
ス
ト
の
割
合
を
示
す
も
の
で
、
本
町

に
お
い
て
は
、
令
和
４
年
度
時
点
で
２

・
１
％
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
３
年
度

と
比
較
す
る
と
０
・
６
ポ
イ
ン
ト
低
い

数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

類
似
団
体
と
の
比
較
で
は
、
３
・
２

ポ
イ
ン
ト
低
く
な
っ
て
お
り
、
受
益
者

負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
等
の
分
析
結
果

①
資
産
形
成
度

　

「
住
民
一
人
当
た
り
資
産
額
」

　

こ
の
指
標
は
、
町
が
保
有
す
る
資
産

額
を
住
民
人
口
で
除
し
て
、
一
人
当
た

り
の
金
額
を
算
出
し
た
も
の
で
、
本
町

に
お
い
て
は
、
令
和
４
年
度
時
点
で
８

３
３
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
３
年

度
と
比
較
す
る
と
９
万
円
減
少
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
減
価
償
却
に
よ
る
資

産
額
の
減
少
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

類
似
団
体
と
の
比
較
で
は
、
本
町
は

約
２
・
５
倍
の
資
産
を
所
有
し
て
お
り
、

そ
れ
だ
け
施
設
維
持
費
等
の
コ
ス
ト
も

多
く
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
世
代
間
公
平
性

　

「
純
資
産
比
率
」

　

こ
の
指
標
は
、
町
が
保
有
す
る
資
産

の
う
ち
、
過
去
か
ら
現
世
代
で
蓄
積
し

て
い
る
資
産
の
割
合
を
示
す
も
の
で
、

本
町
に
お
い
て
は
、
令
和
４
年
度
時
点

で
76
・
３
％
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
３

年
度
と
比
較
す
る
と
０
・
２
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

類
似
団
体
と
の
比
較
で
は
、
や
や
高

◆
令
和
４
年
度
　
統
一
的
な

基
準
に
よ
る
財
務
書
類

①資産形成度

②世代間公平性

③持続可能性

④効　率　性

⑤自　律　性

住民一人当たり資産額

安芸太田町 類似団体
平　　均

令和４年度 令和３年度 令和３年度

833万円 842万円 337万円

純資産比率

安芸太田町 類似団体
平　　均

令和４年度 令和３年度 令和３年度

76.3％ 76.1％ 72.5％

住民一人当たり負債額

安芸太田町 類似団体
平　　均

令和４年度 令和３年度 令和３年度

197万円 201万円 93万円

住民一人当たり行政コスト

安芸太田町 類似団体
平　　均

令和４年度 令和３年度 令和３年度

144万円 135万円 71万円

受益者負担比率

安芸太田町 類似団体
平　　均

令和４年度 令和３年度 令和３年度

2.1％ 2.7％ 5.3％

11 広報安芸太田　令和６（2024）年　10月号



●問い合わせ先／建設課　上下水道係　☎28−1963

安芸太田のおいしい水をいつまでも安芸太田のおいしい水をいつまでも

水質保全のために水質保全のために

　今月は、～上下水道の仕組みと役割～です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水道水がご家庭の蛇口に届くまでどのような過程
　　　　　　　　　　　　　　　　　　を経ているのか、そして使った後はどうなるのか、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　皆さんご存じでしょうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水が届くまでには、大きく３つのステップに分けられます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　①最初に、河川や地下水から水を集めます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②次に、浄水場で水をきれいにします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③そして、水道管を使って水を届けます。
　さて、河川や地下水から集めた水を飲める水にするために、浄水場ではどのようなことが行われてい
るのでしょう。浄水場では、砂や固形物を物理的に除去する処理とあわせて滅菌処理が行われており、
また、きれいな水を保つために、浄化設備などの点検や清掃、水質検査などを定期的に行っています。
　それでは、使った水（生活排水）はどうなるのでしょうか。
　皆さんが使った水は、下水道管を通り、下水処理場できれいな水にして川（自然）に返しています。
（※合併浄化槽設置の場合は、浄化槽で排水を処理しています。）
　下水処理場では、微生物による処理など、複雑な工程で排水処理を行いますが、下水道管へ油を流し
たりすると管が詰まったり、処理場でうまく処理ができなくなります。家庭から出る生活排水が河川等
を汚す一番の原因とも言われており、皆さんのちょっとした工夫が水質汚濁防止や下水道管の詰まり防
止に繋がります。
　水源を有している安芸太田町での水への取組や意識が、健全な水を循環することに繋がりますので、
皆さんのご協力をお願いします。

「水」のおはなし（第5回）～上下水道の仕組みと役割～

～生活排水対策と水洗化へのお願い～

●台所では、食器や鍋の汚れは紙などで拭き取ったり、ヘラなどでかきとったりしてから洗いましょう。
●油の処理は古新聞などにしみこませて、燃えるごみとして捨てましょう。
●食器を洗うときの洗剤は適量を使いましょう。
●調理くずや食べ残しが流れてしまわないように、水切り袋などを使いましょう。

　町では、生活環境の改善・河川などの水質保全を図ることを目的とし、町下水道への接続（集合処理
区）や合併浄化槽の設置（集合処理区外）など、水洗化の普及促進に努めています。

●家庭でできる生活排水対策について

●水洗化（下水道接続・合併浄化槽設置）へのお願い

12広報安芸太田　令和６（2024）年　10月号
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選挙特報選挙特報選挙特報選挙特報

安芸太田町議会議員一般選挙の
選挙期日などを決定しました

　9 月２日に開催した安芸太田町選挙管理委員会において、任期満了（令和７
年４月10日）に伴う安芸太田町議会議員一般選挙の執行期日などを次のとおり
決定しました。

　次に行う選挙から「浄善投票区」を「加計中央投票区」へ統合すること
を決定しました。

選挙執行予定期日 令和7年3月30日㈰
選挙期日告示予定日 令和7年3月25日㈫

選挙の日程

投票区の統合
●問い合わせ先／安芸太田町選挙管理委員会　☎28−2111

健康福祉課
主　任

小
お

野
の

　恵
めぐみ

建設課
主　事

大
おお

下
した

　昇
しょうご

悟

住民課
主　事

有
あり

馬
ま

　尚
なお

希
き

人
事
異
動

◆
採
用
【
９
月
１
日
付
】

災
害
に
対
す
る

「
日
頃
か
ら
の
備
え
」

（
避
難
編
）

　

広
報
４
月
号
で
は
、
「
災
害
に
対
す
る
『
日
頃

か
ら
の
備
え
』
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
食
料
や

飲
料
水
な
ど
の
非
常
持
ち
出
し
に
つ
い
て
お
す
す

め
を
お
知
ら
せ
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
月
は
「
日
頃
か
ら
の
備
え
」
で
も
「
避
難
所

に
安
全
に
避
難
す
る
に
は
？
」
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

避
難
が
必
要
な
時
に
は
、
「
高
齢
者
等
避
難
」

な
ど
の
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
が
、
自
宅
か
ら
避
難

所
ま
で
に
は
ど
ん
な
リ
ス
ク
が
あ
る
か
を
あ
ら
か

じ
め
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

毎
年
お
配
り
す
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
も
う
一

度
見
返
し
て
、
最
寄
り
の
避
難
所
の
場
所
、
ど
の

ル
ー
ト
を
通
っ
て
い
く
の
が
安
全
か
、
ど
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
避
難
す
る
か
な
ど
を
家
庭
で
話
し
合
っ

て
お
く
こ
と
も
「
日
頃
の
備
え
」
で
す
。

　

役
場
で
は
「
地
域
防
災
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
の
作

成
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　

作
成
を
検
討
さ
れ
る
と
き
に
は
、

危
機
管
理
室
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

総
務
課　

危
機
管
理
室
☎
２
８－

２
１
１
１



●問い合わせ先／企画課　☎28−1972町内公共交通

寺領線　時刻表（冬季ダイヤ12月中旬～３月中旬）

加計
方面

役　場 寺　領 光本橋 杉ノ泊 穴袋下 温　井 川・森 滝山口 加計中央 ショッピング

7：22 7：34 7：38 7：42 7：44 7：58 8：04 8：06 8：08 8：10

役　場 中土居 戸河内IC 病院玄関前 木　坂 山　崎 加計中央 ショッピング

15：52 15：55 16：00 16：05 16：09 16：11 16：13 16：15

（参照１） 「もりカー」「定額タクシー」稼働状況

令和4年
平均

令和3年
平均

令和5年
平均

令和6年
４月

令和6年
５月

令和6年
６月

令和6年
７月

令和6年
８月

10.0%

8.0%

12.0%

14.0%

16.0%

18.0%

20.0%

22.0%

24.0%

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

2,400

17.4%

23.1%

14.7% 14.3%
13.2%

14.4%

12.0%
13.0%

1,399

1,051

1,728

2,137
2,236 2,225

2,314
2,231

1,165

822

1,471

1,825 1,962
1,915

2,046

1,952

もりカー＆定額タクシー（運行回数）

もりカー＆定額タクシー（あいのり率）
もりカー＆定額タクシー（利用人数）

　
「
も
り
カ
ー
」
の
運
行
状
況
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◎
８
月
の
運
行
状
況
は
、
次
の
と
お
り

　

で
し
た
。

　

◦
運
行
回
数
…
１
９
５
２
回

　

◦
利
用
人
数
…
２
２
３
１
人

　

◦
あ
い
の
り
率
…
13
％

◎
運
行
状
況
推
移　
※
参
照
１

　

令
和
６
年
度
に
入
っ
て
の
あ
い
の
り
率
は
、

令
和
５
年
以
前
の
「
あ
い
の
り
率
平
均
」
を

下
回
っ
て
い
ま
す
。

◎
あ
い
の
り
の
現
状

◎
利
用
者
の
み
な
さ
ん
へ
お
願
い

　

①
利
用
30
分
前
の
予
約

　

②
声
を
掛
け
合
っ
て
の
あ
い
の
り

　

２
点
の
ご
協
力
を
願
い
し
ま
す
。

も
り
カ
ー
の
運
行
状
況目標に届いていない

※先月、８月号に掲載しました、町内バス寺領線（冬季ダイヤ12月中旬～ 3 月中旬）加計方面の
　時刻を訂正します。

あいのり率目標
20%

令和６年度平均
13.2%
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あいのり
目標数値

あいのり率



　

町
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
使
え

る
も
り
か
ア
プ
リ
登
録
の
お
手
伝
い
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

も
り
か
カ
ー
ド
で
は
で
き
な
い
残
高

や
利
用
履
歴
を
手
元
で
確
認
す
る
こ
と

や
、
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
の
通

知
を
受
け
取
る
こ
と
な
ど
が
で
き
ま
す
。

　

登
録
の
お
手
伝
い
が
必
要
な
人
は
、

登
録
に
必
要
な
も
の
を
お
持
ち
の
上
、

役
場
本
庁
の
企
画
課
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
担
当
者
が
不
在
の
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

　

で
、
お
越
し
の
際
は
あ
ら
か
じ
め
ご
連

　

絡
い
た
だ
け
る
と
ス
ム
ー
ズ
に
ご
案
内

　

で
き
ま
す
。

〈
登
録
に
必
要
な
も
の
〉

◦
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

◦
も
り
か
カ
ー
ド

◦
受
信
可
能
な
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

◦
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
に
必

　

要
な
ア
カ
ウ
ン
ト
情
報

　

（
Ｉ
Ｄ
、
パ
ス
ワ
ー
ド
）

◦
戸
籍
に
関
す
る
証
明
書

　

（
戸
籍
謄
（
抄
）
本
な
ど
）

◦
住
民
基
本
台
帳
に
関
す
る
証
明
書

　

（
住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
の
附
票
の

　

写
し
な
ど
） 

◦
印
鑑
登
録
証
明
書 

◦
町
税
に
関
す
る
証
明
書

　

（
所
得
証
明
書
、
課
税
証
明
書
、
納

　

税
証
明
書
、
名
寄
帳
の
写
し
な
ど
） 

◦
公
簿
・
公
図
等
の
写
し
・
閲
覧 

◦
コ
ピ
ー
代 

◦
そ
の
他
の
証
明
（
担
当
課
ま
で
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
電
子
証
明

　

書
の
再
発
行
手
数
料

◦
も
り
か
カ
ー
ド
の
再
発
行
手
数
料

◦
町
指
定
ご
み
袋
の
購
入 

◦
各
種
税
（
料
）
金

　

（
町
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
保
育
所

　

利
用
料
、
住
宅
使
用
料
な
ど
）

◦
本
庁
会
計
課 

◦
加
計
支
所 

◦
筒
賀
支
所 

◦
安
野
出
張
所
（
令
和
７
年
１
月
15
日

　

ま
で
は
安
野
郵
便
局
）

※
役
場
窓
口
で
は
、
も
り
か
へ
の
チ
ャ
ー

　

ジ
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

　

現
金
チ
ャ
ー
ジ
機
ま
た
は
チ
ャ
ー
ジ
可

　

能
な
加
盟
店
で
事
前
に
チ
ャ
ー
ジ
を
お

　

願
い
し
ま
す
。
（
本
庁
に
は
現
金
チ
ャ

　

ー
ジ
機
が
あ
り
ま
す
）

◦
も
り
か
で
支
払
っ
た
場
合
は
領
収
証

　

を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

◦
支
払
い
金
額
の
一
部
を
も
り
か
で
支

　

払
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

◦
一
回
で
の
支
払
い
可
能
額
は
30
万
円

　

ま
で
で
す

　

10
月
13
日
㈰
に
開
催
さ
れ
る
も
み
じ

ウ
ォ
ー
ク
の
受
付
場
所
で
、
も
り
か
ア

プ
リ
登
録
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
人
は
、
上
記
〈
登
録
に
必

要
な
も
の
〉
を
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
も
り
か
ア
プ
リ
登
録
の
お
手
伝

　
い
を
し
ま
す
。

◦
も
み
じ
ウ
ォ
ー
ク
で
、
も
り
か

　
ア
プ
リ
登
録
の
お
手
伝
い
を
し

　
ま
す
。

◦
も
り
か
ア
プ
リ
登
録
の
手
順
書

　
と
動
画
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

も
り
か
で
支
払
い
で
き
る
も
の

も
り
か
で
支
払
い
で
き
な
い
も
の

も
り
か
で
支
払
い
で
き
る
窓
口

注
意
事
項

　

10
月
か
ら
、
も
り
か
で
窓
口
手
数
料
の
支
払
い
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

も
り
か
で
の
支
払
い
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
支
払
い
窓
口
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

役
場
窓
口
で
、
「も
り
か
」
支
払
い

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
！

　

も
り
か
ア
プ
リ
登
録
の
手
順
書
と
動

画
を
町
公
式
サ
イ
ト
に
公
開
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課　

Ｄ
Ｘ
推
進
係

☎
２
８−

１
９
６
７



全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

児
童
生
徒
の
学
力
・
意
識
等
の
状
況

小学校 中学校
国語 算数 国語 数学

安芸太田町 67 60 63 55

広　島　県 69 64 58 52

全　　　国 67.7 63.4 58.1 52.5

〇
小
学
校
の
学
力
は
、
国
語
・
算
数
と
も
県
平
均

　
に
は
達
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
全
国
平
均
と
同
程

　
度
で
し
た
。

〇
中
学
校
の
学
力
は
、
国
語
・
数
学
と
も
県
や
全

　
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。　各学校では、調査結果を受け、

児童生徒の実態把握に基づいた
取り組みを引き続き行います。
　各校の取組については、各学
校のホームページなどをご覧く
ださい。

　
４
月
18
日
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
が
行
わ
れ
、

調
査
結
果
が
７
月
末
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、
全
国
す
べ
て
の
小
学
校
６
年
生
、
中

学
３
年
生
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
中
学
校
国
語
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
は
、
大
変

良
好
な
結
果
と
い
え
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
校
国
語
「
読
む
こ
と
」、
小
学
校
算
数

「
図
形
」、
中
学
校
国
語
「
書
く
こ
と
」、
中
学
校
数
学

「
数
と
計
算
」「
関
数
」
は
良
好
な
結
果
と
い
え
ま
す
。

　
一
方
、
小
学
校
国
語
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
書

く
こ
と
」、
小
学
校
算
数
「
変
化
と
関
係
」「
デ
ー
タ
の

活
用
」
に
お
い
て
は
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
、
正
答
率
の
低
か
っ
た
問
題
を
一
問
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
問
題
の
正
答
率
は
51・7
％
で
、
県
の
平
均
正
答

率
と
比
較
す
る
と
マ
イ
ナ
ス
17・5
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
間
違
い
を
し
た
の
で
し

ょ
う
。

　
「
速
さ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
の
で
、「
道
の
り
÷
時

間
＝
速
さ
」
と
い
う
公
式
が
使
え
そ
う
で
す
。
こ
の
問

題
に
は
、「
３
分
間
」「
１
８
０
ｍ
」「
１
８
０
０
ｍ
」

と
い
う
数
値
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
数
か
ら
式
を
た

て
、
答
え
を
出
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
い
う
予
想
も
で

き
ま
す
。

　
正
答
は
、「
30
分
間
」
で
す
。

　
ま
ず
、
１
８
０
÷
３
＝
60
で
分
速
を
求
め
、「
道
の
り

÷
速
さ
＝
時
間
」
と
い
う
公
式
に
当
て
は
め
て
１
８
０

０
÷
60
＝
30
よ
っ
て
、「
30
分
間
」
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
誤
答
と
し
て
は
、「
10
分
間
」「
60
分
間
」
と

い
う
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

令和６年度　全国学力・学習状況調査
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全国学力・学習状況調査児童生徒の学力・意識等の状況

　
た
け
る
さ
ん
は
、
３
分
間
で
１
８
０
ｍ
歩
き
ま

し
た
。
同
じ
速
さ
で
歩
き
続
け
る
と
、
１
８
０
０

ｍ
を
歩
く
の
に
何
分
間
か
か
り
ま
す
か
。

問

　
し
か
し
、
こ
の
問
題
は
「
速
さ
」
で
学
習
す
る
公
式

を
使
わ
ず
と
も
答
え
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
１
８
０
０
ｍ
は
、
１
８
０
ｍ
の
10
倍
で
す
。
時
間
も

同
じ
よ
う
に
10
倍
に
な
る
の
で
、
３
×
10
＝
30
「
30
分

間
」
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
解

き
方
は
、「
比
例
」
の
考
え
方
を
活
か
し
て
い
ま
す
。

　
一
見
「
速
さ
」
の
問
題
に
見
え
る
こ
の
問
題
も
文
章

に
書
か
れ
た
場
面
を
適
切
に
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
「
比
例
」
の
考
え
方
も
解
く
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。

　
調
査
終
了
後
に
改
め
て
問
題
を
解
き
直
し
、
ど
の
よ

う
に
考
え
た
ら
よ
か
っ
た
の
か
を
振
り
返
る
授
業
を
し

た
学
校
も
あ
り
ま
す
（
写
真
）。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
解
き

方
を
見
つ
め
直
す
と
と
も

に
、
ど
ん
な
力
が
必
要
な

の
か
と
い
う
こ
と
も
考
え

て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
問
題
に
限
ら
ず
、

「
問
題
場
面
を
適
切
に
把

握
す
る
力
」「
関
係
付
け
る

力
」「
目
的
や
意
図
に
応
じ

て
判
断
、
表
現
す
る
力
」

に
は
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
身
に
付
け
て
ほ
し

い
力
を
学
校
、
保
護
者
、

地
域
で
共
有
す
る
と
と
も

に
、
今
身
に
付
い
て
い
る

力
を
存
分
に
発
揮
さ
せ
な

が
ら
課
題
が
克
服
で
き
る

よ
う
、
授
業
改
善
に
あ
た

っ
て
い
き
ま
す
。



　
こ
の
調
査
で
は
児
童
生
徒
の
意
識
調
査
も
行
わ
れ
ま
す
。

今
回
の
デ
ー
タ
で
特
徴
的
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

●W
ell-being

（
幸
福
感
）は
、
こ
れ
ま
で
に
引
き

　
続
き
、
県
や
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。

地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか
（当てはまる・どちらかといえば当てはまると答えた子どもの割合）

学級の友達（生徒）との間で話し合う活動を通じて、自分
の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすることが
できていますか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（当てはまる・どちらかといえば当てはまると答えた子どもの割合）

５年生まで（１・２年生のとき）に受けた授業で、PC・
タブレットなどのICT機器を、どの程度使用しましたか

（ほぼ毎日・週３回以上と答えた子どもの割合）

70％

70％

50％ 60％

75％

75％

80％

80％

85％

85％

90％

90％

95％

95％

100％

100％

70％ 80％ 90％ 100％

〈
小
学
６
年
生
〉

〈
小
学
６
年
生
〉

〈
小
学
６
年
生
〉

〈
中
学
３
年
生
〉

〈
中
学
３
年
生
〉

〈
中
学
３
年
生
〉

広 島 県

広 島 県

広 島 県

広 島 県

広 島 県

広 島 県

全 国

全 国

全 国

全 国

全 国

全 国

安芸太田町

安芸太田町

安芸太田町

安芸太田町

安芸太田町

安芸太田町

　
本
町
で
は
平
成
22
年
度
か
ら
、
協
調
学
習
に
取
り
組
み
、

対
話
し
な
が
ら
協
調
的
に
深
く
学
ぶ
た
め
の
授
業
づ
く
り

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
取
組
を
行
う
中
で
、
自
分
の
考
え
を
深
め
た
り
、

新
た
な
考
え
方
に
気
付
い
た
り
す
る
こ
と
の
よ
さ
を
感
じ

て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　
こ
の
項
目
に
加
え
て
「
将
来
の
夢
や
目
標
は
持
っ

て
い
ま
す
か
」
に
対
す
る
肯
定
的
回
答
の
割
合
も
高

か
っ
た
で
す
。

　
多
く
の
人
と
の
関
わ
り
や
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
・
体

験
の
中
で
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
や
得
意
な
こ
と
を

認
識
し
、
自
己
肯
定
感
・
自
己
存
在
感
・
郷
土
愛
を

高
め
な
が
ら
本
町
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
こ

と
が
理
由
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
で
は
、
全
て
の
学
校
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導
入
し
て
お
り
、「
地
域
と
と
も
に

あ
る
学
校
」
を
目
指
し
て
学
校
運
営
に
あ
た
っ
て
い

る
こ
と
も
理
由
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
電
子
黒
板
等
を
平
成
30
年
に
各
学
級
に

設
置
し
、
一
人
一
台
端
末
を
令
和
２
年
か
ら
貸
与
し
て

お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
学
習
支
援
ソ
フ
ト
を
導
入
し
、
個
別
の
進
度

に
合
わ
せ
た
学
習
や
ク
ラ
ス
全
体
で
協
調
・
対
話
し
な

が
ら
行
う
学
習
を
充
実
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た

中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
に
ふ
れ
る
機
会
を

多
く
設
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
・
学
校
は
、
調
査
の
結
果
を
も
と
に
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
を
振
り
返
り
、
今
後
も
家
庭
・
地

域
と
連
携
し
て
、
子
ど
も
が
自
ら
学
び
・
育
つ
こ
と

を
支
援
し
、
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

83.5

86.3

59.5

76.1

86.1

64.4

84.9

87.9

62.3

75.9

86.7

64.7

100

100

72.4

82.2

92.8

89.2
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児童生徒の学力・意識等の状況



キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク

キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク

　

町
内
の
中
学
２
年
生
が
、
９
月
３
日
～
５
日
に
町
内
の
各
事
業
所
で
職
場
体
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
ド
キ
ド
キ
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
時
間
と
と
も
に
職
場
の
雰
囲
気

や
作
業
に
も
慣
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
し
て
、
働
く
こ
と
の
大
変
さ
や
喜
び

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
自
分
の
長
所
を
再
認
識
し
た
り
、
進
路
や
将
来
に
つ
い
て
考
え
た
り
す

る
３
日
間
に
な
り
ま
し
た
。　

　

ご
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
事
業
所
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

18広報安芸太田　令和６（2024）年　10月号

安
芸
太
田
中
学
校

加
計
中
学
校



ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を　
　

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

第
16
回
あ
き
お
お
た
ゲ
ー
ム
ハ
イ
キ
ン
グ

　

福
山
市
や
そ
の
近
圏
で
「
防
災
を
も
っ
と
身
近
に
」
を

テ
ー
マ
に
、
子
ど
も
向
け
の
防
災
教
育
を
提
供
し
て
い
る

市
民
団
体
【
ボ
ウ
サ
イ
ズ
】
か
ら
、
子
ど
も
用
ラ
イ
フ
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
を
本
町
に
５
枚
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

加
計
小
学
校
で
は
、
プ
ー
ル
で
着
衣
泳
を
し
た
後
に
、

「
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
」
を
着
け
て
泳
い
で
み
ま
し
た
。

「
体
操
服
で
は
体
が
重
く
感
じ
た
け
れ
ど
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
着
る
と
体
が
軽
く
感
じ
ま
し
た
」
と
い
う
児
童

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
水
難
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
水

遊
び
を
す
る
際
は
、
命
を
守
る
道
具
と
し
て
「
ラ
イ
フ
ジ

ャ
ケ
ッ
ト
」
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

（
レ
ン
タ
ル
な
ど
も
あ
る
そ
う
で
す
）

　

８
月
20
日
、
青
少
年
育
成
安
芸
太
田
町

民
会
議
主
催
の
「
第
16
回
あ
き
お
お
た

ゲ
ー
ム
ハ
イ
キ
ン
グ
」
が
開
催
さ
れ
、
町

内
の
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
お
よ
び
保
護

者
42
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

例
年
３
月
に
開
催
し
て
い
た
行
事
で
す

が
、
今
年
は
夏
休
み
に
開
催
し
、
午
前
に

は
上
殿
地
域
の
史
跡
を
安
芸
太
田
町
郷
土

史
研
究
会
の
皆
さ
ん
に
説
明
を
し
て
も
ら

い
な
が
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
は
上
殿
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
参
加

者
同
士
で
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

19 広報安芸太田　令和６（2024）年　10月号

左から、加計小学校６年　岡
おか
田
だ
陽
ひ
愛
ま
さん、

小
お
田
だ
剛
つよ
志
し
さん、ボウサイズ　大

おお
原
はら
　知
さとる
さん



２
０
２
４
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
佐
賀
大
会

～
新
し
い
大
会
へ
。
す
べ
て
の
人
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
力
を
。
～

　

ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
（
９
月

27
日
～
30
日
）
で
は
、
加
計
高

校
射
撃
部
か
ら
新あ

ら

井い

悠は
る

斗と

さ
ん

（
３
年
）と
、
一い

ち
や
な
ぎ柳
ハ
ン
ナ
さ
ん

（
３
年
）が
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
競
技

（
10
月
７
日
～
10
日
）
で
は
、

修
道
出
身
の
清き

よ

胤た
ね

慶よ
し

英ひ
で

さ
ん
が
、

昨
年
に
引
き
続
き
通
算
７
回
目

の
出
場
と
な
り
ま
す
。

神
楽
出
前
授
業

神
楽
出
前
授
業

　

９
月
12
日
に
戸
河
内
小
学
校
４
年
生
の
総
合

的
な
学
習
の
時
間
で
、
町
神
楽
協
議
会
戸
河
内

支
部
に
よ
る
神
楽
の
授
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
学
校
へ
の
出
前
授
業
で
は
な
く
、
戸

河
内
一
宮
大
歳
神
社
で
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
神
社
へ
の
参
拝
方
法
や
、
神
楽
と
神
社

の
関
係
性
に
つ
い
て
講
話
が
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
は
本
殿
に
奉
納
さ
れ
た
絵
馬
か
ら
も
神
社
と

神
楽
の
繋
が
り
を
発
見
し
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
神
楽
の
面
な
ど
を
保
管
し
て
い
る
蔵

を
見
学
し
、
神
楽
殿
で
神
楽
衣
装
や
面
の
試
着

を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
本
物
の
衣

装
や
面
を
前
に
目
を
輝
か
せ
、
我
先
に
と
衣
装

に
袖
を
通
し
、
実
際
に
面
を
つ
け
た
時
の
視
界

や
衣
装
の
重
さ
か
ら
、
舞
い
手
の
大
変
さ
を
実

感
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

は
、
神
楽
を
始
め
た
き
っ
か
け
や
神
楽
を
演
じ

る
上
で
難
し
い
こ
と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

　

授
業
の
最
後
に
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
神
楽
を

舞
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
声
が
上
が
っ
た
た
め
、

11
月
の
学
習
発
表
会
に
向
け
て
練
習
を
開
始
す

る
予
定
で
す
。

　

町
神
楽
協
議
会
で
は
、
今
後
も
子
ど
も
た
ち

の
学
び
に
寄
り
添
い
、
町
の
財
産
で
あ
る
神
楽

の
伝
承
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
安
芸
太
田
町
神
楽
協
議
会
事
務
局　

☎
２
８−

１
９
６
１

20広報安芸太田　広報安芸太田　令和６（2024）年　令和６（2024）年　1010月号月号

　

「
国
民
体
育
大
会
」
が
今
回
か
ら

「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
に
名
称
が

変
わ
り
ま
し
た
。



一人ひとりの人権が大切にされるまちづくり一人ひとりの人権が大切にされるまちづくり

　

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄
本
な
ど

の
重
要
な
個
人
情
報
が
第
三
者
に
交

付
さ
れ
た
と
き
、
事
前
に
登
録
し
た

本
人
に
そ
の
事
実
を
通
知
す
る
制
度

で
す
。

　

住
民
票
の
写
し
等
の
交
付
の
可
否

を
登
録
者
へ
確
認
し
た
り
、
交
付
が

出
来
な
い
よ
う
に
し
た
り
す
る
制
度

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
制
度
が
必
要
な
理
由
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
不
正
請
求
の
早
期
発
見

　

通
知
を
受
け
る
こ
と
で
、
本
人
は

不
正
な
請
求
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
早

期
に
知
る
こ
と
が
で
き
、
迅
速
に
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
個
人
情
報
の
保
護

　

個
人
情
報
が
不
正
に
利
用
さ
れ
る

こ
と
を
防
ぎ
、
個
人
の
権
利
が
守
ら

れ
ま
す
。
個
人
情
報
の
漏
洩
リ
ス
ク

が
減
少
し
ま
す
。

③
抑
止
効
果

　

不
正
請
求
が
発
覚
す
る
可
能
性
が

高
ま
る
た
め
、
不
正
行
為
を
行
お
う

と
す
る
者
に
対
す
る
抑
止
効
果
が
あ

り
ま
す
。

　

本
人
通
知
制
度
は
、
個
人
情
報
の

保
護
と
不
正
行
為
の
防
止
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
ま
す
。

◎
登
録
の
方
法

　

登
録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
役
場
本
庁
住
民
課
・
各
支
所
の

住
民
生
活
課
に
提
出
す
る
こ
と
で
登

録
で
き
ま
す
。

　

町
外
在
住
の
人
や
疾
病
な
ど
に
よ

り
直
接
窓
口
へ
申
請
が
出
来
な
い
人

は
、
郵
送
に
よ
り
申
請
が
可
能
で
す
。

申
請
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
い
た

だ
き
、
本
人
確
認
書
類
の
写
し
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
や
そ
の
他
詳
細
な
手
続
き

方
法
に
つ
い
て
は
、
町
公
式
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「誰か」のことじゃない。
令和６年度　人権啓発キャッチコピー ●問い合わせ先

　本庁住民課　☎28−2116
　加 計 支 所　☎22−1111
　筒 賀 支 所　☎32−2121

一人ひとりの人権が大切にされるまちづくり一人ひとりの人権が大切にされるまちづくり

知
っ
て
い
ま
す
か
？

知
っ
て
い
ま
す
か
？
登
録
型
本
人
通
知
制
度
　
　

環
境
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
！

◆
と　

き
／
11
月
７
日
㈭
14
時
～
15
時
30
分

◆
と
こ
ろ
／
川
・
森
・
文
化
・
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

１
階　

や
ま
び
こ
ホ
ー
ル

◆
講　

師
／
青あ
お

山や
ま　

範の
り

子こ

さ
ん

◆
演　

題
／
「
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
食
品
ロ
ス
」

　
　
　
　
　
　

～
お
得
な
削
減
テ
ク
ニ
ッ
ク
～

　

青
山
さ
ん
は
、
市
民
や
事
業
者
が
行
う
環
境
保
全
活
動
に
対

し
助
言
を
行
う
「
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
」
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

お
り
、
広
島
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
、
広
島
県
環
境

保
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
に
も
就
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
食
品
ロ
ス
」
と
は
、
食
用
に
供
さ

れ
る
べ
き
食
品
が
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
を

指
し
、
令
和
４
年
度
の
日
本
の
年
間
食

品
廃
棄
量
は
、
４
７
２
万
ト
ン
に
お
よ

び
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
買
っ
た
食
品
を
最
後
ま
で

使
い
切
る
こ
と
が
で
き
ず
、
捨
て
て
し

ま
っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

こ
の
機
会
に
、
無
駄
な
く
食
品
を
使

い
切
る
術
を
学
び
ま
し
ょ
う
！

　

皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
住
民
課　

☎
２
８−

２
１
１
６
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●問い合わせ先／住民課　☎28－2116

　浄化槽は、微生物の働きによって、トイレや台所から出る生活排水をきれいな水にして川や海に
流すための設備です。浄化槽が水をきれいにするためには、微生物が働きやすい環境を整え、その
環境を保つことが大切です。この役割を担う【保守点検】【清掃】【法定検査】の３つの維持管理
を正しく行い、みんなできれいな水環境を守りましょう。
（３つの維持管理は浄化槽法で浄化槽管理者に義務づけられています。）

　浄化槽の処理機能が十分に発揮されているか、保守点検や清掃
を基準どおりに行っているか、浄化槽の使用上の注意を守ってい
るか、放流水が基準を満たしているかについて、県の指定した第
三者機関※ が公正中立に検査します。
※公益社団法人 広島県環境保全センター
　公益社団法人 広島県浄化槽協会
※広島県では10人槽以下の11条検査について２方式の検査（ガイ
　ドライン検査・効率化検査）を５年周期でローテーションする
　検査体制を採用

10月1日は「浄化槽の日」

●使用上の注意 ●3つの維持管理

●法定検査

「浄化槽の日」にちなみ、広島県と県内の市町では10月を
「浄化槽月間」と定めています。

◦機能診断
◦水の汚れ
　の検査 

◦汚泥等の
　引き抜き
◦洗浄 

清掃記録
（使用者は３年保管）

◦ポンプモーター
　の点検
◦薬剤の補充 

①保守点検の①保守点検の
委託委託

②②清掃の清掃の
委託委託

③法定検査の③法定検査の
受検受検

清掃記録
（使用者は３年保管） 清掃結果の報告
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住　民　課

みんなの国民年金みんなの国民年金

問い合わせ先
●広島西年金事務所　☎082−535−1505　広島市西区商工センター2−6−1　NTTコムウェア広島ビル1階

●本庁住民課　☎28−2116　●加計支所　☎22−1111　●筒賀支所　☎32−2121

　60歳までに老齢基礎年金の受給資格を満たしていない場合や、40年の納付
済期間がないため老齢基礎年金を満額受給できない場合などで年金額の増額
を希望するときは、60歳以降でも国民年金に任意加入することができます。
（厚生年金保険、共済組合等加入者を除く）
　ただし、申出のあった月からの加入となり、遡って加入することはできま
せん。（60歳の誕生日の前日より任意加入の手続きをすることができます。）

　次の①～④のすべての条件を満たす人が任意加入することができます。
①日本国内に住所を有する60歳以上65歳未満の人
　※日本国籍を有しない人で、在留資格が「特定活動（医療滞在または医療滞在者の付添人）」や「特定活動
　　（観光・保養などを目的とする長期滞在または長期滞在者の同行配偶者）」で滞在する人を除く。
②老齢基礎年金の繰上げ支給を受けていない人
③20歳以上60歳未満までの保険料の納付月数が480月（40年）未満の人
④厚生年金保険、共済組合等に加入していない人
　上記の人に加え、次の人も加入できます。
　⃝年金の受給資格期間を満たしていない65歳以上70歳未満の人
　⃝外国に居住する日本人で、20歳以上65歳未満の人

　任意加入については、「外国に居住する日本人で、20歳以上65歳未満の人」を除き、保険料の納付方
法は、口座振替が原則となります。

　基礎年金番号通知書または年金手帳等の基礎年金番号を明らかにすることができる書類、預（貯）金
通帳および金融機関への届出印が必要です。

　付加保険料制度は、国民年金の一般保険料に加えて付加保険料（月々400円）を納めることにより、
老齢基礎年金に付加年金が上乗せされる制度です。
　付加保険料を納めるためには、申し込みが必要であり、申し込みをした月分から付加保険料を納める
ことになります。
　任意加入および付加保険料のお手続きをご希望の人は、年金事務所または役場へお申し出ください。

●任意加入制度について

〈任意加入する条件〉

〈加入手続きの留意点〉

〈手続きに必要な持ちもの〉

●付加保険料制度について

ご存じですか？
国民年金の任意加入制度・付加保険料制度
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隊員だより隊員だより 119

「地域おこし協力隊」は、総務省
の事業で都市部など地域外の人材を過疎
地域の新たな担い手として受け入れ、地
域力の維持と強化を図る取組みです。　

　

岩い
わ

本も
と　

真ま

名な

弥み

隊
員
（
３
年
目
）

　

安
芸
太
田
町
を
活
動
地
と
し
て
選
ん
だ
の
は
、
「
自
伐
型
林

業
」
が
し
た
い
と
考
え
調
べ
た
時
、
最
初
に
出
て
き
た
町
で
、

南
の
方
の
温
か
い
気
候
で
過
ご
し
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

実
際
来
て
み
る
と
、
雪
が
す
ご
く
降
る
の
で
驚
き
ま
し
た
。

　

私
は
「
（
一
社
）
安
芸
太
田
の
輪
」
に
所
属
し
、
林
業
を
学
ん

で
い
ま
す
。
所
属
先
は
地
域
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
す
る
組
織

な
の
で
、
地
域
の
人
の
「
あ
り
が
と
う
」
が
や
り
が
い
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今
は
町
内
の
山
で
、
間
伐
の
た
め
下
に
伸
び
て
い

る
草
を
刈
る
「
下
刈
り
」
を
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
一
人
前

と
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
同
じ
現
場
に
い
る
先
輩
か
ら
学
び
、
早

く
一
人
前
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
ま
す
！

　

安
芸
太
田
町
は
と
て
も
良
い
町
で
す
。
ご
近
所
さ
ん
か
ら
、

「
あ
な
た
の
家
の
電
気
が
つ
い
て
い
る
だ
け
で
、
と
て
も
嬉
し

い
。」
と
声
を
か
け
て
貰
っ
た
こ
と
が
嬉
し
く
て
、
ず
っ
と
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　

任
期
後
も
町
内
に
残
り
、
林
業
と
関
わ
り
な
が
ら
生
活
で
き

る
よ
う
準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
「
理
想
の
山
を
作
る
こ

と
」
が
私
の
目
標
で
、
美
し
く
、
人
が
見
て
感
動
す
る
よ
う
な

山
を
作
り
上
げ
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
‼

　

古ふ
る

川か
わ　

拓た
く

哉や

隊
員
（
２
年
目
）

　

こ
の
町
で
協
力
隊
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
決
め
た
の
は
、

祖
母
の
実
家
が
寺
領
に
あ
り
、
衰
退
し
て
い
く
町
の
特
産
品

「
祇
園
坊
柿
」
を
盛
り
上
げ
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

主
な
活
動
内
容
は
、
「
地
域
商
社
あ
き
お
お
た
」
に
所
属
し
、

産
直
市
の
仕
入
れ
や
物
流
管
理
、
道
の
駅
で
は
、
店
頭
接
客
や

商
品
出
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
や
情
報
の
更
新
、
祇
園
坊
柿
を

使
用
し
た
商
品
開
発
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
今
年
度
は
祇
園
坊
柿
ビ
ー
ル
を
開
発
）

　

地
域
の
農
家
さ
ん
や
お
客
さ
ん
と
の
交
流
を
通
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
出
会
い
が
あ
る
と
と
も
に
、
多
く
の
情
報
が
集
ま
る
の
で

学
び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

協
力
隊
の
活
動
以
外
で
は
、
「
農
事
組
合
法
人
あ
き
お
お
た

元
気
村
」
で
総
務
部
長
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
柿
園
管
理

の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
書
類
作
成
や
給
料
計
算

な
ど
で
き
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
や
っ
て
い
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
柿
は
、
一
番
身
近
な
果
物
で
す
。
そ
の
祇
園
坊

柿
が
今
、
後
継
者
不
足
に
よ
り
消
え
か
か
っ
て
い
ま
す
。
後
継

者
不
足
は
祇
園
坊
柿
だ
け
で
な
く
、
町
全
体
の
問
題
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
ん
な
状
況
を
何
と
か
打
破
し
、
「
祇
園
坊
柿
の
未
来

を
つ
な
ぎ
た
い
」
そ
れ
が
私
の
目
標
で
す
。

活動中の地域おこし協力隊員のお便りです。

（今月２名）
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住
ん
で

み
つ
け
る

た
か
ら
も
の

　

令
和
５
年
に
家
族
５
人
で
加
計
香
草

に
移
住
さ
れ
た
田た

中な
か

絵え

理り

さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

●問い合わせ先●
企画課 ☎28−2112

Ｑ
お
店
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
？

　

自
然
素
材
（
原
材
料
）
に
こ
だ
わ
り
、

焼
き
菓
子
や
自
家
製
パ
ン
、
お
弁
当
、

ケ
ー
キ（
予
約
）、
か
き
氷
な
ど
販
売
し

て
い
ま
す
。
目
標
は
「
カ
フ
ェ
」
な
の

で
、
今
も
リ
フ
ォ
ー
ム
進
行
中
で
す
。

　

お
店
の
名
前
は
、「
お
茶
」
の
縁
や
、

「
香
草
」
の
地
域
、
な
お
か
つ
私
た
ち

の
存
在
が
少
し
で
も
「
プ
ラ
ス
」
に
な

れ
ば
と
「
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｓ
Ａ
＋
」（
カ
グ
サ

プ
ラ
ス
）
に
決
め
ま
し
た
！

Ｑ
移
住
後
の
生
活
は
ど
う
で
す
か
？

　

空
気
が
全
然
違
い
ま
す
！

　

蛍
の
ス
ポ
ッ
ト
（
鬼
後
）
で
は
、
想

像
を
超
え
た
光
の
数
で
大
感
動
し
ま
し

た
。

　

団
地
住
ま
い
で
生
活
音
に
気
を
使
い

な
が
ら
で
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
好

き
放
題
全
開
で
は
し
ゃ
ぎ
ま
く
り
、
叫

び
ま
く
り
、
気
兼
ね
な
く
の
び
の
び
遊

ん
で
い
ま
す（
笑
）。

　

近
所
の
友
達
と
遊
ぶ
の
が
楽
し
く
て
、

一
番
良
か
っ
た
な
ー
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

「
虫
」
に
は
慣
れ
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
が
、
長
男
は
積
極
的
に
触
り
に
行

き
、
た
く
ま
し
く
成
長
中
で
す（
笑
）。

Ｑ
ご
主
人
の
生
活
は
ど
う
で
す
か
？

　

「
マ
ム
シ
」
が
出
没
し
ま
す
。
が
、

主
人
は
元
々
都
会
暮
ら
し
で
す
よ
ね
？

と
思
う
ほ
ど
、
難
な
く
マ
ム
シ
を
捕
ま

え
ま
す
！

　

た
く
さ
ん
捕
ま
え
る
の
で
、
活
用
方

法
を
調
べ
る
と
「
焼
い
て
食
べ
る
と
滋

養
強
壮
に
良
い
」
と
あ
り
、
さ
っ
そ
く

焼
い
て
い
た
姿
に
は
、
さ
す
が
開
い
た

口
が
…
で
し
た
。
そ
し
て
、
食
べ
ま
し

た（
笑
）。

　

私
は
食
べ
ま
せ
ん
よ
！
主
人
は
バ
リ

バ
リ
む
し
ゃ
む
し
ゃ
（
ゾ
ッ
）

　

こ
れ
か
ら
主
人
が
職
人
の
経
験
を
活

か
し
、
「
御
用
聞
き
」
の
仕
事
を
始
め

ま
す
。
器
用
さ
は
ピ
カ
イ
チ
で
、
自
家

製
サ
イ
ク
ル
置
き
場
も
製
作
し
ま
し
た
。

Ｑ
香
草
の
皆
さ
ん
と
の
関
わ
り
は
？

　

ほ
ん
と
に
か
わ
い
が
っ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
野
菜
を
い
た
だ
い
た
り
、
お

弁
当
の
注
文
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
た

り
と
、
店
の
活
性
化
に
も
協
力
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

お
店
の
外
回
り
や
畑
作
業
を
す
る
た

め
の
整
備
な
ど
、
小
さ
な
子
が
３
人
で

な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
と
こ
ろ
「
や

っ
て
あ
げ
る
よ
」
と
ご
好
意
に
甘
え
る

こ
と
に
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
は
本
当
に
感
謝
し

て
い
ま
す
‼

Ｑ
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ

　

い
！

　

早
く
改
修
中
の
「
カ
フ
ェ
」
を
オ
ー

プ
ン
さ
せ
た
い
で
す
！
お
弁
当
配
達
も

行
い
な
が
ら
、
来
春
に
は
主
人
が
自
然

農
法
の
野
菜
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
そ

の
野
菜
で
「
自
然
派
ラ
ン
チ
」
を
始
め

た
い
で
す
ね
。

　

忙
し
い
一
家
で
す
が
今
後
と
も
「
か

ぐ
さ
プ
ラ
ス
」
共
々
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

Ｑ
移
住
し
た
き
っ
か
け
は
何
で
す

　

か
？

　

カ
フ
ェ
を
開
く
の
が
夢
で
「
古
民
家
」

を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
こ
が
一
目

で
ビ
ビ
ッ
と
き
て
「
即
決
」
し
ま
し
た

（
笑
）。
家
か
ら
見
え
る
「
遅お
そ

越ご
え

」
の
景

色
が
か
わ
い
く
、
自
然
環
境
が
良
い
こ

と
も
決
め
手
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
は
「
お
茶
作
り
」
が
趣
味

で
、
昔
は
お
茶
の
産
地
で
、
香
（
か
お

る
）
草
（
く
さ
）
で
「
香か

草ぐ
さ

」
が
素
敵

す
ぎ
！
ご
縁
を
感
じ
て
決
め
ま
し
た
。

●
連
絡
先
／
香
草
プ
ラ
ス　

☎
０
８
０−

１
９
３
２−

１
８
５
８

25 広報安芸太田　令和６（2024）年　10月号



高齢者の新型コロナウイルスと
インフルエンザ予防接種の費用を助成します

子どものインフルエンザ予防接種の費用を助成します

　町では、新型コロナウイルスとインフルエンザ予防接種の公費助成を行います。接種を希望され
る人は、効果や副反応についてご理解いただき、医師と相談したうえで接種してください。

【償還払いについて】
　町内の医療機関および林クリニック以外の医療機関で接種する場合は償還払いとします。

　生後６か月から中学生以下の子どもについて町では、インフルエンザ予防接種の
公費助成を行います。
　助成医療機関や償還払いについてよく確認してください。
　詳しい内容は、安芸太田町公式サイトをご覧ください。

高齢者の予防接種費用の助成の概要
予防接種の種類 新型コロナウイルスワクチン インフルエンザワクチン

接 種 期 間 令和６年10月１日から
令和７年３月31日まで

令和６年10月１日から
令和７年１月31日まで

助 成 医 療 機 関 町内の医療機関および林クリニック

自 己 負 担 2,000円 1,000円

対 象 者

◦65歳以上の方（令和６年12月31日時点）
◦60歳以上65歳未満で心臓、じん臓、呼吸器の機能に
　障がいまたはヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能
　に障がいがあり、身体障害者手帳１級相当の人

接 種 回 数 期間中に１回

持 ち 物 ◦マイナンバーカード・保険証など
◦身体障害者手帳（お持ちの人）

高齢者の予防接種費用の償還払いの概要
予防接種の種類 新型コロナウイルスワクチン インフルエンザワクチン

償還払い申請期間 令和６年10月１日から令和７年３月31日まで

自己負担上限額 13,300円 4,060円

申 請 方 法 本庁および各支所、安野出張所、健康福祉課の窓口で
払い戻しの手続きをしてください。

持 ち 物 ◦領収書（接種したワクチンの記載があるもの）
◦振込先のわかるもの　　◦印鑑

●問い合わせ先／健康福祉課　☎22−0196
安芸太田町
公式サイト

※各医療機関により、
　接種できる曜日、時
　間などが異なります
　ので医療機関に問い
　合わせください。
※同時に接種が可能で
　すが、接種する病院
　に確認してください。
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く しら の 情 報

「
防
災
も
り
み
ん
」

～
安
芸
太
田
防
災
ア
プ
リ
～

○
避
難
要
請
支
援
と
は
？

　

災
害
発
生
時
に
、
避
難
に
支
援
が
必

要
な
方
と
避
難
先
へ
の
支
援
が
で
き
る

方
を
結
び
つ
け
る
仕
組
み
（
マ
ッ
チ
ン

グ
）
を
ア
プ
リ
の
機
能
と
し
て
備
え
て

い
ま
す
。

〈
流
　
れ
〉

①
支
援
要
請

　

避
難
行
動
に
支
援
が
必
要
な
方
が
、

　

ア
プ
リ
を
通
じ
て
支
援
を
要
請
し
ま

　

す
。

②
マ
ッ
チ
ン
グ

　

シ
ス
テ
ム
が
、
要
請
に
基
づ
い
て
支

　

援
可
能
な
方
を
検
索
し
、
マ
ッ
チ
ン

　

グ
を
行
い
ま
す
（
約
３
㎞
以
内
：
ス

　

マ
ホ
に
プ
ッ
シ
ュ
通
知
あ
り
）。

③
支
援
開
始

　

マ
ッ
チ
ン
グ
が
成
立
す
る
と
支
援
者

が
必
要
な
方
の
元
へ
向
か
い
、
避
難
先

ま
で
の
移
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

④
状
況
確
認

　

役
場
で
は
、
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
、

　

要
支
援
者
や
支
援
者
の
位
置
情
報
、

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課　

　
　

☎
２
５−

０
２
５
０

　

総
務
課
危
機
管
理
室

　
　

☎
２
８－

２
１
１
１

　

避
難
状
況
な
ど
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

　

把
握
で
き
ま
す
。

〈
目
　
的
〉

①
災
害
時
に
お
け
る
迅
速
か
つ
効
率
的

　

な
避
難
支
援

②
避
難
行
動
要
支
援
者
の
安
全
確
保

③
支
援
者
（
事
前
登
録
が
必
要
）
に
よ

　

る
積
極
的
な
支
援
活
動

安芸太田防災アプリ

町
外
通
勤
者
　
　
　

応
援
助
成
事
業

通
学
応
援
助
成
事
業

◆
制
度
の
内
容

　

安
定
し
た
就
労
と
定
住
促
進
の
た
め
、
町
外
の

　

職
場
へ
通
勤
す
る
た
め
の
費
用
の
一
部
を
助
成

　

し
ま
す
。

◆
対
象
者
の
要
件

　

町
外
の
就
業
場
所
へ
通
勤
す
る
方

　

（
通
勤
日
数
が
月
15
日
以
上
あ
る
こ
と
）

◆
制
度
の
内
容

　

町
内
外
の
高
校
・
大
学
等
へ
の
通
学
費
の
一
部

　

を
助
成
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
企
画
課
☎
２
８−

２
１
１
２

※
今
年
度
か
ら
公
務
員
の
方
も
申
請
が
可
能
に
な

　

り
ま
し
た
。

申
請
期
限
／
12
月
末

申
請
期
限
／
12
月
末
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補
助
申
請

補
助
申
請

　
お
忘
れ
な
く

　
お
忘
れ
な
く
‼‼

安芸太田町のみなさまへ
●サービス提供エリアであっても、利用できない場合があります。
　エリアについては、下記までお問い合わせください。

（FTTHアクセスサービス） お申込み受付中!
【お申し込み・お問い合わせ】NTT西日本 IPコールセンター

【受付時間】 午前９時～午後５時  土曜・日曜・祝日も受付中（年末年始12/29～1/3を除きます。）
◎携帯電話・PHSからも通話できます。電話番号をお確かめのうえ、お間違えのないようお願いいたします。

「コラボ光」も利用可能です。
●「コラボ光」をお申し込みの際は、各光コラボレー
　ション事業者へお問い合わせください。
●各コラボレーション受付窓口でお困りごとがあった
　場合でもお気軽にお電話ください。

審査  24−73−1

広告

0120−116116



■と　き／10月20日㈰ 

■ところ／温井ダムリゾート
■受　付／8:30　出　発／9:00
■コース／4㎞　■参加費／100円

第164回第164回
月例月例ウォーキングウォーキング

健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　

事
業
ス
タ
ー
ト
！

　

健
康
寿
命
の
延
伸
実
現
の
た
め
、
町
民
の
生
活
習
慣

改
善
お
よ
び
主
体
的
な
健
康
づ
く
り
活
動
な
ど
の
取
り

組
み
を
支
援
す
る
健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。

①
健
康
ポ
イ
ン
ト
付
与
事
業

　

健
康
福
祉
課
が
主
催
す
る
下
記
表
の
保
健
事
業
の
参

加
者
に
対
し
て
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
に
相
応
し
た
も
り
か

マ
ネ
ー
を
付
与
し
ま
す
。

②
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
付
与
事
業

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
内
蔵
し
た
歩
数
計
で
、
１
日
ご

と
、
１
か
月
間
に
歩
い
た
日
数
に
応
じ
て
、
健
康
ポ
イ

ン
ト
に
相
応
し
た
も
り
か
マ
ネ
ー
を
付
与
し
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
内
の
歩
数
計
と
も
り
か
ア
プ
リ
の

連
携
が
で
き
た
町
民
が
対
象
で
す
。

　

参
加
に
あ
た
り
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
歩
数
計
の
起
動

と
、
も
り
か
ア
プ
リ
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。
登
録
、

連
携
が
分
か
ら
な
い
人
は
健
康
福
祉
課
・
住
民
課
・
企

画
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
健
康
福
祉
課
☎
２
２−

０
１
９
６

事業名 と　き ところ 付与ポイント

もみじウォ−ク 10月13日㈰　7:30～ 深入山グリーンシャワー 500ポイント

運動体験会

11月１日㈮ 14:30～ 筒賀福祉センター２階 100ポイント

11月１日㈮ 18:00～ 安芸太田病院１階 100ポイント

11月６日㈬ 10:00～ 筒賀福祉センター２階 100ポイント

11月８日㈮ 13:30～ 保険・医療・福祉・統括センター２階 100ポイント

11月13日㈬ 13:30～ 太田川交流館かけはし 100ポイント

生活習慣予防講演会 11月29日㈮ 14:00～ 安芸太田病院２階大会議室 100ポイント

地域包括ケアシステ
ム講演会 調整中 調整中 100ポイント

1 日単位 月次ボーナス
歩数条件 付与ポイント 付与条件 付与ポイント

6,000歩～6,999歩 4ポイント 1か月のうち
6,000歩以上／日
を20日間達成

1,000ポイント7,000歩～7,999歩 7ポイント

8,000歩以上 10ポイント

①健康ポイント付与事業

②ウォーキングポイント付与事業
　（実施時期：10月1日～12月31日）

詳
し
い
内
容
は
こ
ち
ら

【
安
芸
太
田
町
公
式
サ
イ
ト
】
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く しら の 情 報

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ーから

通
い
の
場
交
流
会
報
告

通
い
の
場
交
流
会
報
告

●
問
い
合
わ
せ
先
／
安
芸
太
田
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
２
２－

２
０
３
１

お
知
ら
せ
!!

　

通
い
の
場
交
流
会
を
９
月
13
日
に
、
川

・
森
・
文
化
・
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

町
内
で
、
通
い
の
場
を
開
催
し
て
い
る

35
か
所
の
世
話
人
（
運
営
の
お
世
話
を
さ

れ
て
い
る
方
）
の
皆
さ
ん
に
集
ま
っ
て
い

た
だ
き
、
日
ご
ろ
の
運
営
状
況
を
報
告
し
、

意
見
交
換
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

合
わ
せ
て
、
『
フ
レ
イ
ル
予
防
』
の
講

演
や
専
門
職
か
ら
の
ミ
ニ
講
話
も
行
う
と

と
も
に
、
通
い
の
場
を
５
年
以
上
継
続
し

て
開
催
さ
れ
て
い
る
会
の
功
績
に
対
し
て

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
、
住
民

主
体
の
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。　

　

地
域
性
を
尊
重
し
、
そ
の
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
活
動
を
展
開
し
、
地
域
づ
く

り
が
広
が
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
殿
賀
地
域
に
お
い
て
地
域

の
中
で
の
語
ら
い
と
交
流
の
場
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

　

す
べ
て
の
家
庭
ご
み
指
定
袋
の
外
袋
（
販
売
す
る
際
に
指
定
袋
を
包
装
し

て
い
る
袋
）
は
「
燃
え
な
い
ご
み
指
定
袋
」
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

【
ご
使
用
に
当
た
っ
て
の
注
意
事
項
】

◦
外
袋
を
使
用
し
て
出
せ
る
の
は

　

「
燃
え
な
い
ご
み
」
の
み

　
で
す
。

◦
燃
え
な
い
ご
み
４
区
分
に
分
別

　

し
て
、
別
々
の
袋
で
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

◦
中
身
が
出
な
い
よ
う
に
袋
の
上

　

部
を
ガ
ム
テ
ー
プ
な
ど
で
止
め

　

て
く
だ
さ
い
。

◦
長
い
も
の
や
袋
か
ら
は
み
出
る

　

も
の
は
、
通
常
の
燃
え
な
い
ご

　

み
指
定
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先
／
衛
生
対
策
室
☎
２
３−

１
１
２
０

◦
家
庭
ご
み
指
定
袋
の
外
袋
は
「
燃
え
な
い

　

ご
み
指
定
袋
」
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

ご
み
の
再
資
源
化
・
削
減
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

●
安
芸
太
田
町
地
域
包
括
ケ
ア

　

シ
ス
テ
ム
取
組
の
方
向
性　

●
ご
み
分
別
五
十
音
事
典

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
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●問い合わせ先／健康福祉課　☎25−0250

介護保険サービスの利用について介護保険サービスの利用について
　　

介護保険サービスの利用について介護保険サービスの利用について
～負担が高額になったとき（高額介護サービス費など）～～負担が高額になったとき（高額介護サービス費など）～

対　　象　　者
自己負担上減額（月額）

世帯の限度額 個人の限度額

○生活保護受給者の人 15,000円 15,000円

○世帯全員が市町村民税非課税の老齢福祉年金受給者の人

　（※１）

○世帯全員が市町村民税非課税で、前年の合計所得金額（※２）

　と公的年金等収入額（※３）が年間80万円以下の人

24,600円 15,000円

○世帯全員が市町村民税非課税で、第２段階に該当しない人 24,600円

○市町村民税課税世帯で前年の課税所得が380万円未満の人 44,400円

○市町村民税課税世帯で前年の課税所得が380万円以上690万

　円未満の人（新設）
93,000円

○市町村民税課税世帯で前年の課税所得が690万円未満の人

　（新設）
140,100円

対象となる介護保険サービス

◆負担限度額（１か月当たり）

介護保険の利用者負担が高額になったとき

※１　「世帯」とは、住民基本台帳上の世帯員で、介護サービスを利用した方全員の負担の合計の上限を

　　　指し、「個人」とは、介護サービスを利用したご本人の負担の上限額を指します。

※２　「合計所得金額」とは、前年の収入金額から必要経費に相当する金額を控除した金額です。

※３　「公的年金等収金額」とは、税法上課税対象の収金となる公的年金等（国民年金、厚生年金など）

　　　の収入をいい、非課税となる年金（障害年金・遺族年金など）は含まれません。

●介護（介護予防）サービス・施設サービス（部屋代、食事代を除く）・地域密着型（介護予防）

　サービス等の利用にかかる１割または２割、３割の自己負担分

※食費や部屋代、差額ベッド代、日常生活品費等の費用、福祉用具購入費および住宅改修費は対

　象となりません。

●同じ月に利用した介護保険サービスの利用者負担が一定の上限額（下表）

　を超えるときは、「高額介護（介護予防）サービス費」が介護保険から払い

　戻しされます。

●同じ世帯内に複数の利用者がいる場合は、世帯の合計額で計算します。

●該当される利用者には町から「申請のための勧奨通知」を送付します。

●申請は初回のみで２回目以降の申請手続きは不要です。
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　７月30日、川・森・文化・交流センターを会場に、日本技術士会
中国本部の共催で科学アカデミーを開催しました。
　今年度で12回目となる本アカデミーは、町内の子どもたちの科
学やものづくりに対する興味・関心を高める目的で、平成25年度
から開催しています。今年度は６人の方に来ていただきました。
　参加したのは、小学１～３年生、小学４～６年生で、それぞれ
分かれて活動しました。

　今回の科学アカデミーも、失敗と発見を通した学びを深める場となりました。ぜひそれぞれの
家庭でも家族と一緒にたくさんの発見をしてほしいと思います。
　次回は、10月19日㈯に開催予定です。

小
学
１
～
３
年
生
ク
ラ
ス
（
21
人
参
加
）

小
学
４
～
６
年
生
ク
ラ
ス
（
14
人
参
加
）

「
マ
ジ
ッ
ク
ハ
ン
ド
」
作
り

「
マ
ジ
ッ
ク
ハ
ン
ド
」
作
り

「
ト
ラ
ス
橋
の
モ
デ
ル
」
作
成

「
ト
ラ
ス
橋
の
モ
デ
ル
」
作
成

　

小
学
１
～
小
学
３
年
生
の
ク
ラ
ス
で
は
、
割
り

ば
し
と
ゴ
ム
で
『
マ
ジ
ッ
ク
ハ
ン
ド
』
を
作
り
ま

し
た
。

　

ゴ
ム
を
巻
く
の
に
苦
労
し
な
が
ら
、
ゴ
ム
ボ
ー

ル
な
ど
を
つ
か
め
る
マ
ジ
ッ
ク
ハ
ン
ド
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
後
は
、
割
り
ば
し
を
つ
ぎ
足
し
、
長

い
マ
ジ
ッ
ク
ハ
ン
ド
に
す
る
な
ど
、
工
夫
を
し
ま

し
た
。

【
児
童
の
感
想
】

◦
す
こ
し
む
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た

　

の
で
、
つ
ぎ
も
参
加
し
た
い
し
、
△
と
□
と
○
の
中
で

　

は
、
一
番
△
が
つ
よ
い
こ
と
が
勉
強
に
な
っ
た
。

◦
四
角
、
円
形
、
三
角
の
形
で
も
、
形
に
よ
っ
て
強
度
が

　

変
わ
り
、
三
角
が
一
番
強
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
橋
の
作
り
方
に
も
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
初
め

　

て
分
か
り
ま
し
た
。

　

小
学
４
～
６
年
生
の
ク
ラ
ス
で
は
、
ま
ず
丸
・
三
角
・

四
角
で
ど
の
形
が
一
番
安
定
し
て
い
る
か
を
学
び
、
そ
の

後
、
紙
ス
ト
ロ
ー
で
ト
ラ
ス
橋
の
モ
デ
ル
を
作
成
し
ま
し

た
。
ト
ラ
ス
橋
と
は
、
三
角
形
の
組
み
合
わ
せ
で
つ
く
ら

れ
た
構
造
を
も
つ
橋
の
こ
と
で
す
。

　

グ
ル
ー
ガ
ン
で
紙
ス
ト
ロ
ー
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
の
こ

と
に
苦
戦
し
ま
し
た
が
、
完
成
し
た
ト
ラ
ス
橋
は
、
考
え

て
い
た
よ
り
頑
丈
で
、
大
き
め
の
水
筒
を
の
せ
て
も
壊
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

第12回第12回第12回第12回

【
児
童
の
感
想
】

◦
と
て
も
む
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、
つ
く
れ
た
の

　

が
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

◦
ゴ
ム
で
こ
て
い
し
た
ら
、
か
た
く
な
っ
た
か
ら
、

　

も
う
１
回
や
っ
て
み
た
い
。
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　中
国
５
県
縦
断
法
律
相
談
会
の
お
知
ら
せ

◆
と　

き
／
11
月
10
日
㈰
10
時
～
16
時

　
　
　
　
※
ご
予
約
…
不
要
（
予
約
も
で
き
ま
す
。）

◆
と
こ
ろ
／
川
・
森
・
文
化
・
交
流
セ
ン
タ
ー

【
相
談
事
項
】

◦
相
続
の
こ
と
、
遺
言
の
こ
と　

◦
お
年
寄
り
の
財
産
管
理
（
成
年
後
見
）

◦
ご
近
所
ト
ラ
ブ
ル
、
空
き
家
の
こ
と　

◦
夫
婦
、
親
子
関
係

◦
悪
質
な
訪
問
販
売
・
買
取
（
悪
質
商
法
被
害
）
◦
交
通
事
故

◦
不
動
産
・
会
社
の
登
記　

◦
借
金
の
お
悩
み

◦
そ
の
他
、
司
法
書
士
が
相
談
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
法
律
問
題
全
般

【
電
話
相
談
】

　

相
談
会
実
施
日
に
次
の
電
話
番
号
に
て
電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　
　

☎
０
１
２
０−

３
３
２−

６
６
６

●
ご
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
／
日
本
司
法
書
士
会
連
合
会　

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
会

　
　
　
　
　
　
　

事
務
局　

☎
０
８
２−

２
２
１−

５
３
４
５
（
10
時
～
16
時
）

労
働
安
全
衛
生
法
関
係
法

令
の
見
直
し
　
　
　
　
　

　

化
学
物
質
で
の
労
働
災
害
を
防
止
す

る
た
め
、
労
働
安
全
衛
生
規
則
等
の
一

部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◎
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

①
化
学
物
質
の
危
険
性
・
有
害
性
に
関

　

す
る
情
報
の
伝
達
強
化

②
事
業
者
は
、
危
険
性
・
有
害
性
の
情

　

報
に
基
づ
い
て
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

　

ト
を
行
い
、
ば
く
露
防
止
対
策
を
自

　

ら
選
択
し
て
実
行

③
化
学
物
質
管
理
に
関
す
る
事
業
場
内

　

の
体
制
整
備
が
求
め
ら
れ
る

④
安
全
衛
生
委
員
会
の
付
議
事
項
の
追
加

　

そ
の
他
詳
細
は
、
労

働
安
全
衛
生
総
合
研
究

所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

32広報安芸太田　令和６（2024）年　10月号

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
　
　
休
日
受
付

①
休
日
受
付

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
・
受

取
・
更
新
な
ど
の
休
日
受
付
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

11
月
16
日
㈯

　
　

８
時
30
分
～
12
時

◆
受
付
場
所

　

本
庁
住
民
課
お
よ
び
各
支
所

◎
休
日
受
付
の
変
更
の
お
知
ら
せ

　

広
報
９
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
受
付
」

に
つ
い
て
衆
議
院
解
散
に
伴
う
衆
議
院

議
員
総
選
挙
の
期
日
前
投
票
が
見
込
ま

れ
る
た
め
10
月
26
日
㈯
の
休
日
受
付
は

中
止
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
個
別
出
張
申
請
受
付

　

来
庁
が
困
難
な
人
の
ご
自
宅
に
職
員

が
訪
問
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　
　

若
者
交
流
会
の
開
催
の
お
知
ら
せ

　

20
歳
か
ら
35
歳
ま
で
の
独
身
男
女
を
対
象
と
し
た
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

申
込
は
、
町
公
式
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
（
二
次
元
コ
ー
ド
）。

◆
と　

き
／
10
月
26
日
㈯
18
時
～
20
時
30
分

◆
と
こ
ろ
／
ト
ン
カ
ル
セ
リ
エ
戸
河
内
店

●
問
い
合
わ
せ
先
／
企
画
課　

☎
２
８−

２
１
１
２

（
平
日
９
時
30
分
～
16
時
30
分
）

※
ご
希
望
の
人
は
、
本
庁
住
民
課
ま
で

　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課　

☎
２
８−

２
１
１
６



　

検
査
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
検
査
日
時

　

11
月
５
日
㈫
・
12
月
３
日
㈫

　

13
時
～
15
時

◇
検
査
場
所

　

広
島
県
庁　

農
林
庁
舎
１
階
相
談
室

　

（
広
島
県
西
部
保
健
所
広
島
支
所
内
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

広
島
県
西
部
保
健
所
広
島
支
所

　

保
健
課
保
健
対
策
係　

　
　
　

☎
０
８
２−

５
１
３−

５
５
２
１

Information

山
県
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

全
国
地
域
安
全
運
動
の
実
施

【
実
施
期
間
】

　

10
月
11
日
㈮
～
10
月
20
日
㈰
ま
で
の
10
日
間

　
『
防
犯
の
こ
と
　
も
っ
と

　
　
し
っ
か
り
　
か
ん
が
え
よ
う
！
』

　『
広
島
県
人
は
、
放
っ
と
け
ん
人
』

山
県
警
察
署　

☎
２
２−

０
１
１
０

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検

診
時
の
交
通
費
用
を
助
成

し
ま
す
　
　
　
　
　
　
　

　

町
で
は
、特
定
の
年
齢
の
人
に
対
し
、

子
宮
頸
が
ん
検
診
お
よ
び
乳
が
ん
検
診

時
の
交
通
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
定
期
的
に
が
ん
検

診
を
受
診
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
安
芸
太
田
町
公
式
サ
イ
ト

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
安
芸
太
田
町

　
　

公
式
サ
イ
ト⇧

●
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課　

☎
２
２−

０
１
９
６

特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止 

子
供
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

◦
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

　

◦
電
話
で
お
金
の
話
は
詐
欺
！

　

◦
即
断
よ
り
相
談
！

　

◦
詐
欺
電
話
を
受
け
な
い
た
め
に
非
通
知
着
信
拒
否
・
留
守
番
電

　
　

話
の
活
用
や
防
犯
機
能
付
き
電
話
に
取
り
替
え
を
！

◦
子
供
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

　

◦
オ
ト
モ
ポ
リ
ス
で
身
近
な
場
所
の
犯
罪
発
生
状
況
の
確
認
！

　

◦
ス
ト
ッ
プ
！　

歩
行
中
の
イ
ヤ
ホ
ン
使
用
と
歩
き
ス
マ
ホ
！
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　Ｆ
ｕ
ｎ
Ｒ
ｉ
ｄ
ｅ
ひ
ろ
し
ま
in
や
ま
が
た
サ
イ

ク
ル
ラ
ン
ド
２
０
２
４
参
加
申
込
の
お
知
ら
せ

　

サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
の
申
込
期
限
が
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

申
込
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
特
設
サ
イ
ト
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
と　
　

き
／
11
月
24
日
㈰

◆
定　
　

員
／
１
５
０
名
（
先
着
順
）

◆
募
集
締
切
／
10
月
31
日
㈭
ま
で

※
申
込
は
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

広
島
県
が
行
う
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
原
抗

体
・
梅
毒
検
査
・
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
無
料
検
査
日
程
の
お
知
ら
せ



　９月13日、低学年・中学年・高学年で別れて、広島市内へ社会見学に出かけました。

　１・２年生は、５−Daysこども文化科学館を見学後、アストラムラインに乗って、ヌマジ交通ミュ

ージアムへ。アストラムラインには、一人ひとり自分で切符を買って乗りました。日頃できない体

験を楽しみました。

　３・４年生は、オタフクソース・やまだ屋おおのファクトリーを見学しました。工場で働く方々

の工夫について熱心に話を聴いていました。お土産にいただいた出来立てのソースを、嬉しそうに

頬に当てていました。

　５・６年生は、NHK 広島放送局ハートプラザ・平和公園・広島平和記念資料館へ。平和公園では、

班ごとに碑めぐりをして平和への祈りの気持ちを深めました。平和記念資料館では、原爆の悲惨さ

や平和の尊さを感じることができました。

11月9日㈯ 9：30～　学習発表会を行います。各学年の発表、太田川太鼓、全校合唱も
あります。戸河内小学校の子どもたちの歌声をぜひ聞きにいらしてください。

社会見学に行きました戸河内小より

安芸太田中より

　各学校からのお知らせや子ども達の様子を「学校だより」

として掲載しています。

　今月は、戸河内小と安芸太田中からの「学校だより」です。
学校だより学校だより学校だより学校だより
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全校生徒が居ながらにして国際交流のできる学校

　８月６日の登校日に、人権擁護委員の皆さんにもご参加いただき、平和学習を行いました。

　今年は、広島に原爆が投下されてから79年目の年でした。年々被爆された方々の高齢化が進み、

被爆の惨状をどう後世に伝えていくのかが大きな課題となってきています。

　平和学習の日は、いつもより登校時刻を45分早めて、全校で平和祈念式典の中継を視聴しました。

８時15分には中継に合わせて全校で黙とうを行い、平和宣言なども聞きました。その後、縦割り班

のグループワークとして「平和とはどんな状況だろう？」「平和ではないと感じたことは？」「平和

のために私たちにできること」の３つのテーマについて考え、発表し合いました。

　最後に、「わたしの平和宣言」を画用紙に書き、「HEIWAの鐘」を合唱しました。この様子は動

画にまとめ、８月15日の安芸太田町戦没者追悼祈念式典で参加された皆さんにみていただきました。

ヒロシマにとって忘れてはならない日

1945年8月6日 午前8時15分



　

加
計
高
校
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
、
ハ
ワ
イ
・
ホ
ノ

カ
ア
高
校
へ
の
短
期
留
学
に
２
名
の
生
徒
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

15
日
間
の
中
で
、
カ
ロ
パ
パ
ー
ク
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
、

ハ
ワ
イ
島
最
大
の
山
で
あ
る
マ
ウ
ナ
・
ケ
ア
へ
の
登
山
、

全
米
No
１
に
選
ば
れ
た
こ
と
も
あ
る
美
し
い
ハ
プ
ナ
・

ビ
ー
チ
な
ど
の
ビ
ー
チ
を
体
験
、
ワ
イ
メ
ア
の
マ
ー
ケ

ッ
ト
で
の
朝
食
、
コ
ナ
に
あ
る
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
体
験
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ご
自
宅
で
のLuau

（
ル
ア
ウ
、

ハ
ワ
イ
語
で
「
宴
」）
の
体
験
、H

ui M
A

U

（
ハ
ワ
イ

の
昔
か
ら
の
土
地
の
利
用
方
法
や
植
物
の
活
用
方
法
を

維
持
し
伝
承
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
）
へ
の
訪
問
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

ハ
リ
ケ
ー
ン
の
接
近
で
キ
ラ
ウ
エ
ア
火
山
に
行
け
な

く
な
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
し
た
が
、
さ
ま
ざ

ま
な
経
験
を
通
じ
て
多
く
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ホ
ノ
カ
ア
高
校
で
も
日
本
語
、
フ
ァ
ー
ミ
ン
グ
（
農

業
）、
ジ
ャ
ズ
、
ア
ー
ト
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ
（
特
別
支
援
教
室
）、

フ
ラ
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
授
業
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
日
本
語
の
授
業
で
は
加
計
高
生
の
２
人
が

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
時
間
も
あ
り
、
空
手
の
形
の

披
露
、
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
演
奏
や
歌
、
書

道
や
折
り
紙
、
日
本
の
場
所
や
食
べ
物
な
ど
の
紹
介
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
、
ホ
ノ
カ
ア
高
校
の
生
徒

さ
ん
と
は
、
お
泊
り
会
や
誕
生
日
パ
ー
テ
ィ
ー
、
ホ
ノ

カ
ア
高
校
で
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
試
合
観
戦
な
ど
を
通

じ
て
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
人
や
文
化
に
触
れ
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思

い
出
や
深
い
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
15
日
間
で
し
た
。
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◆◆GO!GO!加計高通信　第122号◆◆

　

５
月
に
フ
ァ
ン
・
デ
ィ
ン
・
フ
ン
高
校
の
生
徒
や
先
生
が
来

日
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
度
初
め
て
加
計
高
校
か
ら
３
名
の
生

徒
が
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

３
人
の
生
徒
の
う
ち
、
２
人
は
初
め
て
の
海
外
で
、
最
初
は

文
化
の
違
い
や
言
葉
の
違
い
に
不
安
を
感
じ
、
緊
張
し
て
い
る

生
徒
も
い
ま
し
た
が
、
姉
妹
校
の
生
徒
と
交
流
を
重
ね
て
い
く

う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
と
打
ち
解
け
て
い
き
ま
し
た
。

　

フ
ァ
ン
・
デ
ィ
ン
・
フ
ン
高
校
で
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
贈
呈
な

ど
、
初
日
か
ら
あ
た
た
か
く
歓
迎
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
琴
の
体
験
、
ダ
ン
ス
の
練
習
、
ベ

ト
ナ
ム
書
道
の
体
験
、
粘
土
細
工
体
験
、
ア
オ
ザ
イ
の
着
用
体

験
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
特
に
、
初
め
て
着

用
す
る
ア
オ
ザ
イ
は
と
て
も
涼
し
く
、
ベ
ト
ナ
ム
の
気
候
に
あ

っ
た
服
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
気
に
入
っ
た
の
で
、
み
ん
な
で
帰

国
前
に
ア
オ
ザ
イ
を
買
い
に
行
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ト
レ
イ
ン
ロ
ー
ド
の
観
光
、
タ
ン
ロ
ン
遺
跡
の
見
学
、

水
中
人
形
劇
の
鑑
賞
、
ホ
ア
ン
キ
エ
ム
湖
観
光
な
ど
の
名
所
も

訪
ね
、
見
聞
を
広
め
ま
し
た
。

　

生
徒
は
「
ベ
ト
ナ
ム
の
文
化
を
学
ぶ
中
で
、
語
学
力
の
向
上

へ
の
意
識
を
高
め
た
り
、
自
分
の
中
に
あ
る
固
定
概
念
や
視
野

の
狭
さ
に
気
づ
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」、「
た
く
さ

ん
の
文
化
を
知
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
、
日
本
の
文
化
を
振
り
返
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
り

ま
し
た
」、「
同
年
代
の
人
た
ち
と
関
わ
り
自
分
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
は
狭
い
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
フ
ァ
ン
・
デ

ィ
ン
・
フ
ン
高
校
の
皆
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し

て
刺
激
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
私
も
日
々
頑
張
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
」
と
い
っ
た
感
想
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
留
学
し

な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
か
っ
た
多
く
の
経
験
・
学
び
を
手
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

姉
妹
校
ハ
ワ
イ
の
ホ
ノ
カ
ア

高
校
へ
の
短
期
留
学

姉
妹
校
ベ
ト
ナ
ム
の
フ
ァ
ン
・
デ

姉
妹
校
ベ
ト
ナ
ム
の
フ
ァ
ン
・
デ

ィ
ン
・
フ
ン
高
校
へ
の
短
期
留
学

ィ
ン
・
フ
ン
高
校
へ
の
短
期
留
学



ハウラのページ

安芸太田町体育協会活動紹介

●問い合わせ先●
教育委員会　☎22−1212

安芸太田ソフトボールクラブ
●会 員 数…22人
●活動日時…毎週水・金曜日　18:00～19:30
●活動場所…旧殿賀小学校グラウンド
●クラブからのお知らせ
　　町内の小学生が週２回を基本に練習しています。
　　低学年はベースボール型ゲームのティーボール、高学年はソフトボールの
　試合を広島市内のチームなどと定期的に行い、交流をしています。クラブへ
　は子どもの体力や家庭の事情に合わせてできる範囲での活動参加が可能です。
　　子どもたちが、スポーツに親しむことは、健康や精神の成長に大きな影響
　を与えるため、非常にメリットがあります。練習日であれば体験することが
　できますので、興味のある小学生は、ぜひ参加してみてください。

2436

国際交流だより国際交流だより

　みなさん、はじめまして！私はハウラ・ホセインと申します。21歳です。

　イギリスのロンドンの生まれ育ちですが、両親の出身はイランで私はペルシア語

（イランの公用語）を話すこともできます。

　ロンドンは安芸太田町と違って、とてもにぎやかな街です。安芸太田町はとてもきれいで静かで

すが、虫だけはあまり楽しみではありません…。

　私は姉２人と妹がいます。一番上の姉はバーミンガムという街に住ん

でいて、ロンドンから車や電車で約２時間かかります。あと、ペットの

金魚も２匹飼っています。

　ロンドンの大学で経済学と財政学を勉強しました。経済学は日常的に

使うものなので大好きです。将来は経済学の先生になりたいので、安芸

太田町で教えることはとても良い経験になると思います。

　私の趣味はお菓子作り、縫物と工作です。ロンドンではよく雨が降るので（夏でも！）室内でで

きるアクティビティは多いです。

　私の初めてのアルバイトは日本のパン屋さんです。メロンパンや食パン、たくさんの日本のパン

を焼いていました。お餅と団子も作っていたんですよ！これがきっかけで日本の食べ物や文化への

興味が湧いていき、いつか日本に行ってみたいと思っていたのですが、この美しい田舎である安芸

太田町で英語を教えることになるとは思っていませんでした。

　私は初めて日本に来ましたが、日本の人々はとても親切です。私は日本の文化をもっと学びたく

て、着物の着付けも習ってみたいです。

　一番好きな日本食はお寿司です。日本語は少ししかできませんが、もし私を見かけたらぜひ声を

かけてください！一所懸命日本語を勉強しています。よろしくお願いします！

広報安芸太田　令和６（2024）年　10月号

新しい新しいALTALT （アシスタント・ラングイッジ・ティーチャー） の紹介の紹介
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図書館
　だより

筒 賀 分 室 筒賀ふれあいプラザ内　☎32-2601

戸河内分室 地域支援センター内　☎28-1966

本　　　館 川・森・文化・交流センター内2階川・森・文化・交流センター内2階　　☎2222-12131213

〈ホームページアドレス〉https://www.lics-saas.nexs-service.jp/akiota/

広報安芸太田　令和６（2024）年　10月号

★本のブックコート掛け本のブックコート掛け
秋秋のの読書会読書会

10月27日（日）〜11月9日（土）

10月30日（水）
10：00～11：30

筒賀ふれあいプラザ
２階

◎読書週間期間中、各館で一人一冊お持ち

　の本にブックコートをおかけします。

　同じ本を読んで、感想や意見を自由に語

りあう会です。テーマ図書の貸出をします

ので、お問い合わせください。（要予約）

★本本&&雑誌のリサイクル市雑誌のリサイクル市

戸河内ふれあいセンター （文化・芸能フェスティバル会場）

雑誌のリサイクルとフリマ（売上は本購入にあてさせていただきます。）

川・森・文化・交流センター １階ロビー （本と雑誌）

秋秋のの読書週間読書週間

10月26日（土）〜11月11日（月）

10月19日（土）・20日（日）

秋秋のの読書会読書会

とき

ところ

移動図書館やまびこ号運行日程表移動図書館やまびこ号運行日程表 令和6年10月〜令和7年3月
※一部時間の変更があります。

巡回場所 時　　間 10月 11月 12月 1月 2月 3月

火
曜
コ
ー
ス

加計小学校（４〜６年生） 10：15～10：35

8日 12日 10日 14日 4日 4日

猪　山（猪山集会所） 11：00～11：15

加計小学校（１〜３年生） 12：45～13：15

認定こども園あさひ 13：20～13：40

津　浪（ぷらっとホームつなみ） 13：45～14：00

坪　野（つぼの地区交流センター） 14：05～14：20

安　野（安野ふれあいセンター） 14：30～14：45

津都見 14：50～15：05

修　道（修道保育所） 15：15～15：30

水 加計中学校 13：10～13：30 9日 13日 11日 15日 5日 5日

木
曜
コ
ー
ス

小　板（見浦牧場前・堀田商店前） 9：30～ 9：45

10日 14日 12日 16日 6日 6日

横　川（アルペンハウス前） 10：10～10：25

松　原（松原簡易郵便局前） 11：00～11：15

戸河内小学校（４〜６年生） 12：50～13：05

戸河内小学校（１〜３年生） 13：05～13：15

殿　賀（寿光園） 13：40～13：55

浄　善（浄念寺前） 14：05～14：20

金
曜
コ
ー
ス

筒賀小学校 10：20～10：35

11日 15日 13日 17日 7日 7日

月の子（長源寺下） 11：00～11：15

安芸太田中学校 13：10～13：30

井　仁（井仁棚田交流館） 13：55～14：10

筒賀児童センター 14：25～14：40

土　居（松信園） 14：45～15：00

戸河内分室おはなし会戸河内分室おはなし会

えほんのもりおはなし会えほんのもりおはなし会

戸河内…10月19日（土）10：30

本 館…10月26日（土）10：30本館月末休館日 １０月３１日（木）

BOOK
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し尿収集日

※し尿くみ取りに関するお申し込み・お問い合わせは
　㈱クリンプロ　フリーダイヤル0120ｰ32ｰ9026
　へお願いします。

10
月

16日㈬ 宇佐・澄合・早木・芦杉・黒峠
18日㈮ 修道
21日㈪ 津浪一円・筒賀東区
22日㈫ 附地・光石・坪野・上久日市・下久日市

23日㈬ 天神町・巴町・道の口・本町・東旭町
西旭町・古市・新町・神田町・空条

25日㈮ 上殿一円・筒賀（東区を除く）
28日㈪ 程原・津都見・船場・来見

11
月

１日㈮ 遊谷・戸河内土居・下本郷・田吹
寺領一円・月の子・杉の泊・穴袋・草尾

５日㈫ 上本郷・吉和郷・打梨・那須
６日㈬ 上原・鮎ケ平・殿賀一円
８日㈮ 鵜渡瀬・木坂・山崎・上調子
11日㈪ 見入ヶ崎・遅越・辻ノ河原・香草
12日㈫ 加計土居・滝本・温井・猪山・平見谷
13日㈬ 丁川・田之原・穴阿・川登・勝草

15日㈮ 小板・松原・板ケ谷・川手・柴木
梶ノ木・横川

　
10
月
１
日
に
安
芸
太
田
町
が
誕
生
し
て
20
年
の
節
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　
合
併
直
前
に
行
わ
れ
た
、
新
し
い
町
名
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
選
択
肢
が
「
安
芸
太
田
町
」・「
安
芸
太
田
川
町
」・「
そ

の
他（
自
由
記
述
）」
だ
っ
た
こ
と
に
「
う
ー
ん
…
」
と
思

っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
今
や
「
安
芸
太
田
町
」

は
、
町
内
外
に
す
っ
か
り
浸
透
し
た
感
じ
が
し
ま
す
。

　
合
併
20
年
と
な
る
こ
の
機
に
気

持
ち
を
新
た
に
、
広
報
を
通
し
て

「
安
芸
太
田
町
」
の
さ
ら
な
る
知

名
度
ア
ッ
プ
に
頑
張
っ
て
い
こ
う

と
思
い
ま
す
。

編 集 後 記

　来月の発送は11月７日㈭を予定してい
ます。変更の場合は、無線放送でお知ら
せします。

◦町県民税 …………………… 第３期
◦国民健康保険税 …………… 第５期
◦後期高齢者医療保険料 …… 第４期
◦介護保険料 ………………… 第７期

（納期限／10月31日）
※納付期限を必ず守りましょう。

今月の納税等

来月の発送日

広報安芸太田　令和６（2024）年　10月号

粗大ごみ収集日

10月
28日
㈪

粗大ごみ①区域
筒賀全域・与一野・才中得
寺領・長原・箕角・上殿中央
長田・杉の泊
※草尾は電話

※粗大ごみ集積場所に出してください。（一般
　のごみ集積場所と異なる場合があります。）
※①～④は「ごみ収集カレンダー」に記載され
　ている収集区域です。収集区域によって収集
　日が異なりますので、お間違えのないようお
　願いします。
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平
成
16
年
10
月
１
日
、
旧
加
計
町
、

旧
筒
賀
村
、
旧
戸
河
内
町
が
合
併
し
、

安
芸
太
田
町
が
誕
生
し
て
か
ら
今
年
で

20
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

節
目
を
記
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し
、
９
月
28
日
に
「
合

併
20
周
年
記
念
式
典
」
を
挙
行
し
、
29

日
に
は
、
「
合
併
20
周
年
記
念
神
楽
公

演
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
い
様
子
は
、
11
月
号
で
ご
紹
介

し
ま
す
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40この広報紙は環境にやさしい再生紙と、大豆油インキを使用しています。

今年度今年度100100歳歳を迎えられる方々を迎えられる方々

栗
くり
栖
す
クリエさん
【松信園】

大
おお
隅
すみ
マツヱさん
【下坪野】

川
かわ
本
もと
　滿

みつ
枝
え

さん
【月の子】

平
ひら
岡
おか
ヨシヱさん
【松信園】

岩
いわ
本
もと
喜
き
美
み
江
え

さん
【ひこばえ】

鍵
かぎ
川
かわ
トシエさん
【中三谷】

小
お
田
だ
美
み
智
ち
子
こ

さん
【高下】

迫
さこ
谷
たに
　花

はな
子
こ

さん
【ひこばえ】

佐
さ
々
さ
木
き
　宏
ひろし

さん
【寿光園】

きく
本
もと
アサコさん
【千本】

井
いの
上
うえ
　幸

さち
子
こ

さん
【寿光園】

市
いち
山
やま
八
や
代
よ
惠
え

さん
【光石】

佐
さ
幸
こう
ヒロミさん
【千本】

※広報誌への氏名・写真の掲載については、承諾の得られた方のみ掲載しています。

安
芸
太
田
町
合
併
20
周
年
記
念


